
教
訓
の
内
容



�

緊
急
・
応
急
対
応
期

（
発
災
直
後
か
ら
避
難
所
期
）

〔
時　

期
〕�
平
成
７
年
１
月
～
８
月

〔
課　

題
〕

　

未
曾
有
の
災
害
に
よ
り
、
広
い
地
域

で
多
く
の
人
々
が
被
災
し
、
一
刻
も
早

い
救
出
・
救
助
活
動
が
課
題
と
な
っ
た
。

ま
た
、
避
難
所
の
生
活
環
境
改
善
や
早

期
の
仮
設
住
宅
建
設
が
求
め
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
人
々
の
生
活
や
経
済
活
動
の

復
興
に
は
イ
ン
フ
ラ
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
早
期
復
旧
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

〔
主
な
取
り
組
み
〕

　

発
災
直
後
か
ら
、
家
屋
の
下
敷
き
に

な
っ
た
人
々
を
家
族
や
近
隣
の
住
民
が

助
け
出
し
た
。
地
元
の
警
察
や
消
防
だ

け
で
は
対
応
で
き
ず
、
全
国
か
ら
応
援

が
駆
け
付
け
、
自
衛
隊
も
加
わ
っ
て
懸

命
の
救
出
・
救
助
活
動
が
行
わ
れ
た
。

　

約
32
万
も
の
人
々
が
学
校
な
ど
１
０

０
０
カ
所
を
超
え
る
避
難
所
に
避
難

し
、
不
安
な
生
活
を
送
っ
た
。「
応
急

仮
設
住
宅
へ
の
希
望
者
全
員
入
居
」
を

い
ち
早
く
打
ち
出
し
、
８
月
に
は
４
万

８
３
０
０
戸
す
べ
て
の
建
設
を
完
了
し
た
。

　

全
国
か
ら
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
駆
け
付
け
被
災
者
を
支
援
し
た

り
、
多
額
の
義
援
金
や
多
く
の
救
援
物

資
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

震
災
に
よ
り
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
鉄
道
や
高
速

道
路
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
甚
大
な

被
害
を
受
け
、
人
々
の
生
活
や
経
済
活

動
に
大
き
な
支
障
を
来
し
た
。
全
国
か

ら
の
応
援
を
得
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は

３
カ
月
の
間
に
ほ
ぼ
復
旧
が
完
了
。

　

ま
た
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
が
あ

ら
ゆ
る
復
興
の
出
発
点
と
な
る
こ
と
か

ら
、
復
旧
作
業
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら

れ
、
８
月
に
は
被
災
地
の
鉄
道
す
べ
て

が
運
行
を
再
開
し
た
。

　

ま
ち
の
早
期
復
興
の
た
め
に
は
大
量

の
が
れ
き
を
早
期
に
撤
去
す
る
必
要
が

あ
り
、
公
費
に
よ
る
解
体
・
撤
去
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
無
秩
序
な
建
築
活
動

に
よ
る
密
集
市
街
地
の
再
現
を
防
ぐ
た

め
、
２
カ
月
間
の
建
築
制
限
を
実
施
。

そ
の
間
で
の
関
係
者
の
十
分
な
合
意
形

成
は
困
難
な
た
め
、
二
段
階
の
都
市
計

画
決
定
と
い
う
手
法
で
事
業
の
早
期
推

進
を
図
っ
た
。

　

単
に
震
災
前
の
状
態
に
戻
す
の
で
は

な
く
、
未
来
を
創
造
す
る
「
創
造
的
復

興
」
を
目
指
し
、
復
興
計
画
を
異
例
の

ス
ピ
ー
ド
で
策
定
。
良
質
な
復
興
住
宅

の
供
給
や
高
齢
者
の
自
立
支
援
は
も
と

よ
り
、
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
先
導
的

な
事
業
も
盛
り
込
み
、
県
民
総
意
の
も

と
被
災
地
主
体
の
復
興
の
取
り
組
み
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

21 世紀の成熟社会にふさわしい復
興を、創造的復興として成し遂げる
　阪神・淡路大震災（以下「震災」）からの復旧・復興について４
つの時期（フェーズ・巻末年表参照）を念頭に、各フェーズの主な
課題と取り組みを整理した。

復興の取り組み

❖倒壊した阪神高速道路
（神戸新聞社提供）

❖被災直後の救助活動

❖被災者でいっぱいになった体育館
（神戸新聞社提供）

❖全国から約138万人
のボランティアが駆
け付けた

阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
は

地
震
の
状
況

　

発　

生　
　
　

平
成
７
年
１
月
17
日
５
時
46
分

　

震
源
地　
　
　

淡
路
島
北
部

　
　
　
　
　
　
　
（
北
緯
34
度
36
分･

東
経
１
３
５
度
02
分
）

　

震
源
の
深
さ　

16
㌔

　

規　

模　
　
　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３

　

各
地
の
震
度　

 

７
（
神
戸
・
芦
屋
・
西
宮
・
宝
塚
・
北
淡
・
）

	

一
宮
・
津
名
の
一
部

	

６
（
神
戸
・
洲
本
）
５
（
豊
岡
）
４
（
姫
路
等
）

兵
庫
県
の
被
害
の
状
況　

※
〔　

〕
は
県
外
含
む

　

死
者
数　
６
４
０
２
人
〔
６
４
３
４
人
〕

　

行
方
不
明　

３
人
〔
３
人
〕

　

負
傷
者
数　

４
万
９
２
人
〔
４
万
３
７
９
２
人
〕

　

住
家
被
害　

53
万
８
７
６
７
棟
〔
63
万
９
６
８
６
棟
〕

　

焼
損
棟
数　

７
５
３
４
棟
〔
７
５
７
４
棟
〕

　

避
難
者
数　

31
万
６
６
７
８
人　

１
１
５
３
カ
所

　
　
　
　
　
　
（
ピ
ー
ク
時　

平
成
７
年
１
月
23
日
）

　

被
害
総
額　

９
兆
９
２
６
８
億
円
（
７
年
４
月
５
日
推
計
）

　

義
援
金
受
入
額　

１
７
９
３
億
円
（
21
年
２
月
末
現
在
）



�

緊
急
・
応
急
対
応
期

（
発
災
直
後
か
ら
避
難
所
期
）

〔
時　

期
〕�

平
成
７
年
１
月
～
８
月

〔
課　

題
〕

　

未
曾
有
の
災
害
に
よ
り
、
広
い
地
域

で
多
く
の
人
々
が
被
災
し
、
一
刻
も
早

い
救
出
・
救
助
活
動
が
課
題
と
な
っ
た
。

ま
た
、
避
難
所
の
生
活
環
境
改
善
や
早

期
の
仮
設
住
宅
建
設
が
求
め
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
人
々
の
生
活
や
経
済
活
動
の

復
興
に
は
イ
ン
フ
ラ
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
早
期
復
旧
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

〔
主
な
取
り
組
み
〕

　

発
災
直
後
か
ら
、
家
屋
の
下
敷
き
に

な
っ
た
人
々
を
家
族
や
近
隣
の
住
民
が

助
け
出
し
た
。
地
元
の
警
察
や
消
防
だ

け
で
は
対
応
で
き
ず
、
全
国
か
ら
応
援

が
駆
け
付
け
、
自
衛
隊
も
加
わ
っ
て
懸

命
の
救
出
・
救
助
活
動
が
行
わ
れ
た
。

　

約
32
万
も
の
人
々
が
学
校
な
ど
１
０

０
０
カ
所
を
超
え
る
避
難
所
に
避
難

し
、
不
安
な
生
活
を
送
っ
た
。「
応
急

仮
設
住
宅
へ
の
希
望
者
全
員
入
居
」
を

い
ち
早
く
打
ち
出
し
、
８
月
に
は
４
万

８
３
０
０
戸
す
べ
て
の
建
設
を
完
了
し
た
。

　

全
国
か
ら
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
駆
け
付
け
被
災
者
を
支
援
し
た

り
、
多
額
の
義
援
金
や
多
く
の
救
援
物

資
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

震
災
に
よ
り
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
鉄
道
や
高
速

道
路
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
甚
大
な

被
害
を
受
け
、
人
々
の
生
活
や
経
済
活

動
に
大
き
な
支
障
を
来
し
た
。
全
国
か

ら
の
応
援
を
得
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は

３
カ
月
の
間
に
ほ
ぼ
復
旧
が
完
了
。

　

ま
た
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
が
あ

ら
ゆ
る
復
興
の
出
発
点
と
な
る
こ
と
か

ら
、
復
旧
作
業
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら

れ
、
８
月
に
は
被
災
地
の
鉄
道
す
べ
て

が
運
行
を
再
開
し
た
。

　

ま
ち
の
早
期
復
興
の
た
め
に
は
大
量

の
が
れ
き
を
早
期
に
撤
去
す
る
必
要
が

あ
り
、
公
費
に
よ
る
解
体
・
撤
去
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
無
秩
序
な
建
築
活
動

に
よ
る
密
集
市
街
地
の
再
現
を
防
ぐ
た

め
、
２
カ
月
間
の
建
築
制
限
を
実
施
。

そ
の
間
で
の
関
係
者
の
十
分
な
合
意
形

成
は
困
難
な
た
め
、
二
段
階
の
都
市
計

画
決
定
と
い
う
手
法
で
事
業
の
早
期
推

進
を
図
っ
た
。

　

単
に
震
災
前
の
状
態
に
戻
す
の
で
は

な
く
、
未
来
を
創
造
す
る
「
創
造
的
復

興
」
を
目
指
し
、
復
興
計
画
を
異
例
の

ス
ピ
ー
ド
で
策
定
。
良
質
な
復
興
住
宅

の
供
給
や
高
齢
者
の
自
立
支
援
は
も
と

よ
り
、
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
先
導
的

な
事
業
も
盛
り
込
み
、
県
民
総
意
の
も

と
被
災
地
主
体
の
復
興
の
取
り
組
み
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

復　

旧　

期

（
仮
設
住
宅
期
）

〔
時　

期
〕�
平
成
７
年
９
月
～
10
年
３
月

〔
課　

題
〕

　

住
み
慣
れ
た
土
地
を
離
れ
て
暮
ら
す

高
齢
者
を
は
じ
め
仮
設
住
宅
で
生
活
す

る
人
々
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動

が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
被
災
地
の

早
期
復
旧
の
た
め
、
イ
ン
フ
ラ
、
住
宅
、

産
業
に
重
点
を
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

〔
主
な
取
り
組
み
〕

　

被
災
者
は
、
順
次
避
難
所
を
出
て
仮

設
住
宅
に
入
居
し
、
７
年
８
月
に
ほ
ぼ

避
難
所
が
解
消
さ
れ
た
。
仮
設
住
宅
の

入
居
は
募
集
・
抽
選
を
原
則
と
し
、
高

齢
者
な
ど
に
は
優
先
枠
を
設
け
て
早
期

入
居
を
促
進
し
た
が
、
結
果
と
し
て
震

災
前
の
近
隣
関
係
を
持
ち
込
め
ず
、
高

齢
者
な
ど
が
集
中
し
た
団
地
が
で
き
る

な
ど
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

が
必
要
と
な
っ
た
。

　

復
興
基
金
を
活
用
し
て
設
置
し
た
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、
入
居
者
の
交
流

拠
点
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
被
災
者
支
援
の
活
動
拠

点
と
も
な
っ
た
。
ま
た
、
被
災
者
と
行

政
の
間
に
立
つ
第
三
者
機
関
と
し
て
被

災
者
復
興
支
援
会
議
が
被
災
地
に
赴
い

て
被
災
者
か
ら
直
接
意
見
を
聴
き
、
行

政
と
被
災
者
双
方
に
提
言
等
を
行
っ
た
。

　

イ
ン
フ
ラ
、
住
宅
、
産
業
の
３
つ
の

緊
急
復
興
３
カ
年
計
画
を
策
定
し
、
被

災
地
の
早
期
復
旧
を
実
現
す
る
た
め
、

緊
急
に
処
理
す
べ
き
課
題
に
取
り
組
ん

だ
。
イ
ン
フ
ラ
で
は
、
阪
神
高
速
道
路

が
８
年
９
月
末
に
全
線
開
通
。
神
戸
港

も
９
年
３
月
末
に
復
旧
工
事
を
す
べ
て

完
了
。
主
要
な
イ
ン
フ
ラ
は
復
旧
を
完

了
し
た
。

　

住
宅
は
、
計
画
戸
数
を
12
万
５
０
０

０
戸
と
し
、
８
年
２
月
の
「
仮
設
住
宅

入
居
者
調
査
」
結
果
か
ら
災
害
復
興
公

営
住
宅
の
供
給
戸
数
を
増
加
さ
せ
た
。

ま
た
、
入
居
者
の
一
元
募
集
や
家
賃
の

特
別
減
免
な
ど
被
災
者
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
供
給
を
実
施
。
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ

ン
グ
な
ど
の
新
し
い
住
ま
い
も
供
給
し

た
。
10
年
３
月
末
に
は
16
万
９
０
０
０

戸
の
供
給
を
達
成
し
た
。

　

産
業
で
は
、
㈶
阪
神
・
淡
路
産
業
復

興
推
進
機
構
（
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
）
な
ど
を
設

立
す
る
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
都
市

再
生
手
法
を
参
考
に
し
た
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ･

ゾ
ー
ン
構
想
の
提
案
、
産
業

復
興
条
例
等
に
よ
る
企
業
の
誘
致
や
投

資
の
促
進
を
図
っ
た
。
震
災
で
落
ち
込

ん
だ
観
光
客
を
取
り
戻
す
た
め
、
観
光

復
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
。
ま
た
、

仮
設
工
場
や
仮
設
店
舗
へ
の
入
居
も
促

進
し
、
大
手
企
業
の
生
産
再
開
も
順
調

に
進
み
、
９
年
度
末
に
は
純
生
産
で
震

災
前
を
上
回
っ
た
。

❖ふれあいセン
ターでは「ふ
れあい喫茶」
などの交流活
動を実施

❖大規模仮設住
宅団地を整備

❖震災からの復旧状況　（神戸新聞社提供）
三宮駅周辺 阪急伊丹駅周辺 コンテナターミナル

被
災
直
後

復
旧
後

❖仮設店舗（パラール）

❖仮設工場



�

復　

興　

前　

期

（
恒
久
住
宅
移
行
期
）

〔
時　

期
〕�
平
成
10
年
４
月
～
12
年
３
月

〔
課　

題
〕

　

応
急
仮
設
住
宅
か
ら
終
の
住
み
家
と

な
る
恒
久
住
宅
へ
の
移
行
に
伴
い
、
被

災
者
一
人
ひ
と
り
の
生
活
再
建
へ
の
対

応
が
課
題
と
な
っ
た
。
ま
た
、
震
災
直

後
の
復
興
需
要
が
一
段
落
し
た
う
え
に

全
国
的
な
不
況
が
重
な
り
、
雇
用
の
確

保
や
新
た
な
し
ご
と
づ
く
り
が
課
題
と

な
っ
た
。

〔
主
な
取
り
組
み
〕

　

災
害
復
興
公
営
住
宅
の
整
備
に
伴

い
、
仮
設
住
宅
か
ら
恒
久
住
宅
へ
の
移

行
が
本
格
化
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
引
っ
越
し
手
伝
い
や
婦
人
会
に
よ
る

周
辺
の
生
活
利
便
施
設
の
マ
ッ
プ
づ
く

り
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
Ｌ
Ｓ
Ａ
（
生
活

援
助
員
）
に
続
き
、
復
興
公
営
住
宅
に

生
活
復
興
相
談
員
が
配
置
さ
れ
、
閉
じ

こ
も
り
が
ち
の
高
齢
者
を
訪
問
す
る
な

ど
、
新
た
な
住
宅
で
順
調
に
生
活
で
き

る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
行
わ
れ
た
。

　

被
災
者
の
円
滑
な
生
活
再
建
を
促
す

た
め
、
復
興
基
金
を
活
用
し
て
生
活
再

建
支
援
金
や
被
災
中
高
年
恒
久
住
宅
自

立
支
援
金
を
創
設
。
こ
れ
が
突
破
口
と

な
り
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
が
成

立
し
た
。
被
災
地
へ
の
そ
及
適
用
は
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
附
帯
決
議
に
基
づ
き

被
災
者
自
立
支
援
金
が
創
設
さ
れ
、
法

に
相
当
す
る
程
度
の
現
金
給
付
が
な
さ

れ
た
。

　

商
店
街
等
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し

た
り
、
空
き
地
や
空
き
店
舗
等
を
解
消

す
る
た
め
、
復
興
大
バ
ザ
ー
ル
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
や
小
規
模
事
業
者
へ
の
事
業

再
開
支
援
な
ど
を
引
き
続
き
展
開
し

た
。
全
国
的
な
不
況
の
影
響
も
あ
り
、

被
災
地
の
雇
用
環
境
が
改
善
し
な
い
こ

と
か
ら
、
兵
庫
型
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
を
提
唱
。
被
災
者
の
生
活
ニ
ー
ズ
に

き
め
細
か
く
対
応
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
育
成
を
図
る
な
ど

総
合
的
な
経
済
・
雇
用
対
策
に
取
り
組

ん
だ
。

　

10
年
12
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
（
特
定
非
営

利
活
動
促
進
法
）が
施
行
さ
れ
た
。フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ
（
阪
神
・
淡
路
大
震

災
復
興
支
援
館
）
内
に
生
活
復
興
Ｎ
Ｐ

Ｏ
情
報
プ
ラ
ザ
の
開
設
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行

政
の
生
活
復
興
会
議
の
設
置
な
ど
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
新
た
な
市
民
社
会
の

担
い
手
と
し
て
捉
え
た
支
援
策
を
展
開

し
た
。

　

震
災
か
ら
５
年
間
に
講
じ
て
き
た
幅

広
い
分
野
に
わ
た
る
震
災
対
策
を
国
際

的
な
視
野
と
長
期
的
な
展
望
を
も
っ
て

総
合
的
に
検
証
す
る
震
災
対
策
国
際
総

合
検
証
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

❖仮設住宅から
の引っ越しボ
ランティア

（神戸新聞社提供）

❖「生活復興相
談員」の訪問
活動

❖震災を契機に整備された主な施設等

兵庫県立美術館
「芸術の館」 兵庫県立芸術文化センター ひょうごボランタリープラザ

（神戸クリスタルタワー内）

阪神・淡路大震災記念
人と防災未来センター 兵庫県災害医療センター 兵庫県こころのケアセンター

❖復興公営住宅

❖コミュニティプラザ
での健康教室
（神戸新聞社提供）
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復　

興　

後　

期

（
本
格
復
興
期
）

〔
時　

期
〕
平
成
12
年
４
月
～

〔
課　

題
〕

　

震
災
か
ら
５
年
が
過
ぎ
、
社
会
基
盤

や
住
宅
の
復
興
は
着
実
に
進
み
、
人
々

の
生
活
も
本
格
的
な
生
活
復
興
の
段
階

を
迎
え
た
。
高
齢
者
の
自
立
支
援
や
ま

ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
な
ど
の
課
題
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
21
世
紀
の
成
熟

社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
安
全
で
安
心
な
社

会
づ
く
り
を
目
指
し
、
新
た
な
ス
テ
ッ

プ
を
踏
み
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

〔
主
な
取
り
組
み
〕

　

復
興
計
画
の
前
期
５
か
年
の
検
証
を

踏
ま
え
、
後
期
５
か
年
推
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
12
年
11
月
に
策
定
。
復
興
計
画
の

効
果
的
な
実
施
を
図
り
、
創
造
的
復
興

を
着
実
に
進
め
た
。

　

復
興
公
営
住
宅
で
は
高
齢
化
率
が
５

割
近
く
と
な
り
、
被
災
者
の
抱
え
る
課

題
も
多
様
化
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、

高
齢
者
の
見
守
り
体
制
を
強
化
し
た
Ｓ

Ｃ
Ｓ
（
高
齢
世
帯
生
活
援
助
員
）
の
配

置
や
ま
ち
の
保
健
室
の
開
設
、
災
害
復

興
公
営
住
宅
等
高
齢
者
元
気
ア
ッ
プ
事

業
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

　

住
宅
再
建
で
は
、
被
災
者
生
活
再
建

支
援
法
の
２
度
の
改
正
に
よ
り
住
宅
建

設
費
本
体
に
支
援
金
が
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
兵
庫
県
で
は
全
国
に

先
駆
け
て
住
宅
再
建
共
済
制
度
を
創
設

し
、
自
助
努
力
や
公
的
支
援
で
は
限
界

の
あ
る
住
宅
再
建
の
仕
組
み
の
充
実
を

図
っ
た
。

　

経
済
・
雇
用
対
策
で
は
、
被
災
地
再

開
発
ビ
ル
の
空
き
床
等
へ
の
入
居
促

進
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
支
援
、

中
小
企
業
向
け
融
資
の
償
還
期
限
延

長
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に
取
り
組

む
ほ
か
、
新
産
業
創
造
研
究
機
構
（
Ｎ

Ｉ
Ｒ
Ｏ
）
に
よ
る
新
産
業
の
創
造
支

援
、
生
き
が
い
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
生
き
が
い
し
ご
と
の
起

業
・
就
労
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

　

震
災
で
芽
生
え
た
県
民
の
主
体
的
な

取
り
組
み
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
県

民
の
参
画
と
協
働
の
推
進
に
関
す
る
条

例
の
制
定
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
支
援
す
る
ひ
ょ

う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
の
開
設
、
地

域
づ
く
り
活
動
応
援
事
業
や
県
民
交
流

広
場
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

文
化
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
14

年
４
月
に
県
立
美
術
館
「
芸
術
の
館
」、

17
年
10
月
に
は
県
立
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
が
開
館
。
ま
た
、
震
災
の
経
験
と

教
訓
を
継
承
・
発
信
す
る
た
め
、
国
の

支
援
も
得
て
、
14
年
４
月
に
人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
未
来
の
基
盤

づ
く
り
と
い
っ
た
将
来
を
見
据
え
た
復

興
も
実
を
結
ん
で
い
っ
た
。

　

17
年
１
月
に
は
国
連
防
災
世
界
会
議

を
開
催
し
、「
兵
庫
行
動
枠
組
」
の
採

択
な
ど
国
際
防
災
協
力
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

17
年
３
月
に
復
興
計
画
の
期
限
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
復
興
10
年
総
括
検
証

を
実
施
。
こ
の
検
証
で
提
言
の
あ
っ
た

高
齢
者
の
自
立
支
援
や
ま
ち
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
な
ど
残
さ
れ
た
課
題
へ
の
対

応
、
ま
ち
の
保
健
室
な
ど
復
興
過
程
で

生
ま
れ
た
先
導
的
な
取
り
組
み
の
定

着
・
発
展
、
震
災
の
経
験
と
教
訓
の
国

内
外
へ
の
発
信
な
ど
に
現
在
も
取
り
組

ん
で
い
る
。

❖地域の見守り
活動

❖まちの保健室
（神戸新聞社提供）

❖�のぎじく兵庫国体後も
活躍する「はばタン」

❖生きがいしごと
サポーセンター

❖ひょうご安全の日のつどい

❖国連防災世界会議で「兵庫行動
枠組」採択（神戸新聞社提供）

❖復興10年総括検証・報告会



�

い
の
ち

何
が
あ
っ
た
か

○
大
地
震
の
発
生
は
想
定
し
て
い
な

か
っ
た

　

震
災
当
時
、
多
く
の
人
は
、
自
分
の

住
ん
で
い
る
地
域
で
大
き
な
地
震
が
起

き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
震
災

に
よ
り
、
未
知
の
も
の
も
含
め
て
、
関

西
に
も
数
多
く
の
断
層
が
あ
る
こ
と
を

知
る
と
と
も
に
、
普
段
か
ら
災
害
へ
の

備
え
に
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
あ

ら
た
め
て
認
識
し
た
。

　

近
年
、
大
規
模
地
震
が
国
内
外
で
多

発
し
て
お
り
、
地
震
直
後
は
防
災
意
識

が
高
ま
る
も
の
の
、「
喉
元
過
ぎ
れ
ば

熱
さ
を
忘
れ
る
」
と
の
こ
と
わ
ざ
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
薄
れ
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

（
平
成
19
年
版
防
災
白
書
）

○
暴
動
が
な
く
節
度
あ
る
行
動
が
見
ら

れ
た

　

誰
も
が
大
規
模
地
震
を
想
定
し
て
い

な
い
状
況
の
中
で
地
震
が
発
生
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
震
災
当
時
は
パ
ニ
ッ

ク
や
暴
動
、
流
言
飛
語
な
ど
、
大
き
な

混
乱
は
生
じ
な
か
っ
た
。
順
序
良
く
並

ん
で
救
援
物
資
の
配
給
を
受
け
た
り
、

給
水
車
に
水
を
取
り
に
行
っ
た
り
す
る

被
災
者
の
姿
が
見
ら
れ
た
。
節
度
あ
る

行
動
は
海
外
の
メ
デ
ィ
ア
な
ど
か
ら
も

高
く
評
価
さ
れ
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
普
段
か
ら
の
備
え
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要

　

大
規
模
地
震
で
は
誰
も
が
自
宅
や
学

校
、
職
場
、
外
出
先
で
被
災
者
や
帰
宅

困
難
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
普
段

の
生
活
を
見
直
し
、
３
日
分
の
水
や
食

料
の
備
蓄
、
家
族
の
連
絡
方
法
や
避
難

先
の
確
認
、
火
を
使
う
設
備
の
点
検
、

灯
油
な
ど
可
燃
物
の
管
理
な
ど
地
震
に

備
え
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
点
検
す

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
災
害

が
発
生
し
て
も
慌
て
ず
、
適
切
な
行
動

が
取
れ
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
災
害
の

被
害
想
定
や
地
域
の
避
難
所
、
通
勤
・

通
学
先
か
ら
の
帰
宅
経
路
な
ど
を
把
握

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

○
災
害
時
に
大
切
な
の
は
、
支
え
合
う
心

　

ど
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
周

り
の
人
々
も
大
変
な
状
況
に
あ
る
こ
と

を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
災
害
時
だ

か
ら
こ
そ
な
お
さ
ら
節
度
あ
る
行
動
を

取
り
、
互
い
に
支
え
合
う
心
を
実
践
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
住
民
の
防
災
意
識
の
さ
ら
な
る
向
上
を

　

自
ら
の
命
や
財
産
は
自
ら
で
守
る
と

い
う
“
自
助
”
の
意
識
を
一
人
ひ
と
り

の
住
民
が
持
ち
、
災
害
に
対
す
る
正
し

い
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
国
で
は
、
災
害
被
害
を
軽

減
す
る
国
民
運
動
に
取
り
組
み
、
家
族

で
の
防
災
会
議
を
は
じ
め
減
災
の
備
え

の
普
及
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
兵
庫
県
で
は
、「
ひ
ょ
う
ご

安
全
の
日
を
定
め
る
条
例
」
を
平
成
16

年
度
に
制
定
。
震
災
の
経
験
と
教
訓
を

継
承
す
る
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
が

災
害
を
「
ひ
と
ご
と
」
と
思
わ
ず
、
災

害
に
備
え
る
な
ど
教
訓
を
伝
え
、
生
か

す
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
住
民
の
防

災
意
識
が
向
上
す
る
よ
う
、
社
会
全
体

で
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
帰
宅
困
難
者
へ
の
対
応
も
進
む

　

平
成
17
年
７
月
に
首
都
圏
を
襲
っ
た

震
度
５
強
の
地
震
で
は
交
通
機
関
が
約

７
時
間
ま
ひ
し
、
１
４
４
万
人
が
影
響

を
受
け
た
。
こ
れ
を
受
け
、
関
西
広
域

連
携
協
議
会
で
は
、
災
害
時
の
帰
宅
困

難
者
に
対
応
す
る
た
め
、
事
業
所
に
災

害
へ
の
備
え
を
求
め
る
と
と
も
に
、
帰

宅
者
を
支
援
す
る
「
災
害
時
帰
宅
支
援

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
開
設
を
推
進
し
て

い
る
。

（１）命を守ること、命を救うことの大切さ

普段から災害に備え、自分の命は自分で守る
　震災当時は、自分の住んでいる地域で大きな地震が起きると考えてい
た人の方が少なく、地震への備えも十分ではなかった。また、地震直後
は防災意識が高まるものの、時間の経過とともに、意識が薄れる傾向が
見られる。住民一人ひとりが、普段から地震への備えに取り組み、自分
や家族の命は自分たちで守ることが求められている。

自ら守る命1



�

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ⅰ
い
の
ち

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

■大地震への備えの状況
　大地震に備えて「携帯ラジオ、懐中電灯、医療品など
を準備している」と回答した人の割合の推移

　大地震に備えて「家具や冷蔵庫などを固定し、転
倒を防止している」と回答した人の割合の推移
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内閣府「防災に関する世論調査」「地震防災対策に関す
る特別世論調査」より作成
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阪
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地
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内閣府「防災に関する世論調査」「地震防災対策に関す
る特別世論調査」より作成

（内閣府『平成19年版 防災白書』）

■災害時帰宅支援ステーション
　ステッカーのある店舗（災害時帰宅支援ステーション）では、災害時の徒歩帰宅者に対して、
ラジオ等で知り得た通行可能な道路に関する情報や飲料水、トイレなどの提供を行う。平成17
年２月、関西広域連携協議会は、２府５県３政令市を代表し、コンビニエンスストア、ガソリン
スタンド、外食事業者などと協定を締結し、災害時に備えている。

地震に強い家
●昭和56年以
前の家は必ず耐
震診断。それ以
降の住宅でもこ
まめな点検・整
備の実施
●地震保険など経済的な備えも検
討　　など

地域の危険を知る
●自然災害の被害
の様子などが掲載
された「ハザード
マップ」の確認
●まちの中の危険
な場所や防災施設などを発見する
「ぼうさいまち歩き」の実施　など

家具の固定
●部屋の総点検を実施
〔震災の経験〕
・テレビが飛び、タンスが倒れか
かってきた
・窓ガラスや食
器の鋭い破片
が床一面に広
がった　　など

日ごろからの備え
●身元や連絡先を記
したカード、かかりつ
けの病院の診察券や
病名、処方箋を書いたメモの作成
●速やかに屋外へ避難できるよう
な靴の用意　　など

家族で防災会議
●自宅・学校・
職場の近くや
通勤通学途中
にある避難所
の場所を家族で確認
●ダイヤル１７１などで無事を知
らせる　　など

地域とのつながり
●まちの危険な所を知っておいた
り、ご近所付き合いやお年寄りへ
の声かけの実施　　など

■減災のための備え

（内閣府、消防庁のＨＰ）
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何
が
あ
っ
た
か

○
住
宅
が
倒
壊
し
尊
い
命
を
奪
っ
た

　

震
災
で
は
、
不
幸
に
し
て
６
４
３
４

人
も
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
。
中
で
も
、

倒
壊
し
た
家
屋
や
家
具
の
下
敷
き
に

な
っ
た
犠
牲
者
の
数
は
、
警
察
の
検
視

な
ど
を
経
た
「
直
接
死
」
の
死
者
の
８

割
強
を
占
め
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
三
ノ
宮
駅
周
辺
で
の
調

査
で
は
、
倒
壊
し
た
建
物
の
95
％
は
新

耐
震
設
計
基
準
※１
を
満
た
し
て
い
な

か
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
新
耐
震
設

計
基
準
以
降
の
建
物
で
も
、
施
工
な
ど

の
問
題
か
ら
倒
壊
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。

○
転
倒
し
た
家
具
に
よ
る
犠
牲
者
も

　

地
震
の
揺
れ
に
よ
り
、
建
物
内
で
は

家
財
が
飛
び
交
い
、
タ
ン
ス
な
ど
の
家

具
は
転
倒
し
た
。
そ
の
下
敷
き
に
な
っ

て
圧
死
、
窒
息
死
す
る
ケ
ー
ス
や
、
強

い
衝
撃
に
よ
っ
て
筋
肉
な
ど
の
組
織
が

つ
ぶ
さ
れ
種
々
の
症
状
を
起
こ
す
ク

ラ
ッ
シ
ュ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
※２
で
死
亡
す

る
ケ
ー
ス
が
多
数
見
ら
れ
た
。

※１　

建
物
な
ど
を
設
計
す
る
際
、
最
低
基

準
の
耐
震
性
能
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

審
査
し
、
確
認
す
る
基
準
。
現
在
の
建

物
は
昭
和
56
年
に
で
き
た
新
耐
震
設
計

基
準
に
沿
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。

※２　

建
物
崩
壊
時
の
特
徴
的
な
病
態
で
、

強
い
衝
撃
に
よ
り
筋
肉
な
ど
の
組
織
が

つ
ぶ
れ
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
起
こ
す
。

学
ん
だ
こ
と

○
耐
震
診
断
や
耐
震
化
が
急
務

　

海
溝
型
地
震
※３
や
内
陸
型
地
震
※４
の
発

生
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事

は
十
分
に
は
進
ん
で
い
な
い
。
こ
れ
ら
を

さ
ら
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

○
生
活
空
間
の
安
全
対
策
が
必
要

　

建
物
自
体
は
強
固
で
も
、
地
震
の
揺

れ
に
よ
る
家
具
の
転
倒
や
高
所
に
あ
る

物
の
落
下
な
ど
、
生
活
空
間
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
危
険
が
潜
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら

は
、
建
物
の
外
へ
逃
げ
る
時
の
障
害
に

も
な
る
。
普
段
か
ら
住
ま
い
の
安
全
点

検
を
行
い
、
家
具
の
転
倒
防
止
策
な
ど

を
講
じ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

※３　

海
溝
沿
い
の
プ
レ
ー
ト
境
界
で
起
き

る
地
震
。
海
底
を
震
源
と
し
、
比
較
的

規
模
が
大
き
く
、
津
波
が
発
生
す
る
場

合
が
あ
る
。
強
い
横
揺
れ
が
長
く
続
く

こ
と
が
特
徴
。

※４　

日
本
列
島
の
地
下
に
あ
る
活
断
層
が

動
い
て
起
き
る
地
震
。
震
源
は
内
陸
部

で
、
強
い
揺
れ
の
継
続
時
間
は
比
較
的

短
い
。
都
市
直
下
で
発
生
し
た
場
合
は
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
地
震
に
強
い
住
宅
づ
く
り
へ
の
支
援
が
進
む

　

震
災
を
契
機
に
、
耐
震
化
の
重
要
性

が
強
く
認
識
さ
れ
、
国
や
自
治
体
で

は
、
住
宅
の
耐
震
化
に
向
け
た
支
援
制

度
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　

し
か
し
、
住
民
の
74
％
が
耐
震
化
の

予
定
が
な
い
な
ど
、
危
機
意
識
が
十
分

で
な
い
た
め
、
耐
震
化
の
一
層
の
推
進

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
建
物
の
施
工
段
階
で
の
中
間

検
査
制
度
の
創
設
や
、
新
築
住
宅
の
基

本
構
造
部
分
に
つ
い
て
売
主
等
に
10
年

間
の
瑕か

し疵
担
保
責
任
※５
を
義
務
付
け
る

な
ど
、
住
宅
が
本
来
持
つ
性
能
を
保
証

す
る
た
め
の
制
度
も
整
い
つ
つ
あ
る
。

○
海
溝
型
地
震
の
長
周
期
の
揺
れ
へ
の
対
応

　

Ｅ―

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
※６
に
お
い
て
、

海
溝
型
地
震
発
生
時
に
想
定
さ
れ
る
長

周
期
地
震
動
発
生
時
の
高
層
建
物
内
で

生
じ
る
現
象
を
再
現
。
家
具
・
什
器
の

転
倒
が
室
内
に
大
き
な
被
害
を
引
き
起

こ
す
こ
と
な
ど
を
立
証
し
た
。
こ
の
実

験
結
果
を
生
か
し
、
室
内
の
安
全
点

検
、
家
具
の
転
倒
防
止
対
策
な
ど
の
必

要
性
を
社
会
に
喚
起
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

※５　

引
渡
し
を
受
け
た
後
の
住
宅
な
ど
が

一
定
期
間
経
過
し
た
後
に
隠
れ
た
欠
陥

（
瑕
疵
）
を
発
見
し
た
場
合
、
建
物
の
施

工
者
や
売
り
渡
し
主
が
そ
の
責
任
に
お

い
て
必
要
な
補
修
等
を
行
う
こ
と
。

※６　

実
大
三
次
元
震
動
破
壊
実
験
施
設（
兵

庫
県
三
木
市
）
の
略
称
。
実
際
に
建
物

な
ど
の
構
造
物
を
直
接
揺
ら
し
、
揺
れ

の
伝
わ
り
方
や
損
傷
を
再
現
す
る
超
大

規
模
実
験
施
設
。
耐
震
設
計
や
施
工
の

高
度
化
に
か
か
わ
る
研
究
・
開
発
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

地震から命や財産を守るには、まず住宅の耐震化を
　震災では、命を守るシェルターのはずの住宅が倒壊し、人々の命
を奪った。また建物が強固でも、東南海・南海地震等で想定される
ような長周期の横揺れでは、家具が転倒して圧死する危険もある。
地震から命を守るためには、まず住宅の安全性を見直すことが大切
である。

（１）命を守ること、命を救うことの大切さ

住まいの耐震化2
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Ⅰ
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の
ち

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

その他 3.9％焼死等 12.8％

建物倒壊等 83.3％

既に耐震性がある
その他 1年以内に実施予定

いずれ実施したい

実施するつもりはない

16.8％
4.3％1.8％ 3.1％

26.7％

47.3％

1年以内ではないが、実施する予定

（兵庫県監察医「神戸市内における検死統計」平成７年） （内閣府「地震防災対策に関する特別世論調査」平成19年10月）

関心を持つ

住宅の診断・点検

専門家による耐震診断

耐震改修工事計画作成

耐震改修工事の実施

家具の転倒防止

地震はいつ、どこで起
こるかわかりません。

住宅の耐震診断を利用した
り、家具が危険でないか点
検しましょう。

兵庫県の市町では建築士を
派遣する簡易耐震診断を実
施しています。

兵庫県では耐震改修計画作成、耐震工事に補助しています。（耐震補強工事の例）

（消防庁ＨＰより）

タンスや冷蔵庫などの転倒防止をしましょう。
○タンスや冷蔵庫は金具やベルトで柱・壁に固定しましょう。
○天井からの照明も、ひもやチェーンで固定しましょう。

兵庫県の主な活断層

■住宅の耐震化に対する意識
　「いずれ実施したい」「実施するつもりはない」をあわせた74.0%の人
が住宅の耐震化の予定がないと回答

■阪神・淡路大震災における死亡
要因

■耐震化に向けた流れ～あなたもできる耐震化～

①�打ち増しなど基
礎部分の補強

②�構造用合板や筋交
いなど壁面の補強

③�沿柱など建物の
外側からの補強

④筋交いなどの補強

⑤�ベランダなど「は
ね出し部」の補強

⑥屋根の軽量化 ⑦柱の増設 ⑧�柱や梁などの交
換、金具補強
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避難所や応急・復旧活動の拠点の耐震化が、多く
の人の命を守る
　被災者は、震災直後の早朝から、安全な場所を求めて学校や官公庁の施
設などに避難した。これらの公用及び公共用の施設は、災害時には避難所
や応急・復旧対策の活動拠点にもなるため、耐震化は喫緊の課題である。
平成 20年の四川大地震であらためて公共施設等の耐震化の必要性が認識
されるなど、国と地方が一体となった計画的な取り組みが求められている。

公共施設等の耐震化
（１）命を守ること、命を救うことの大切さ

3

何
が
あ
っ
た
か

○
多
く
の
被
災
者
が
安
全
と
思
う
場
所
に
避
難

　

震
災
直
後
の
早
朝
か
ら
、
被
災
者

は
、
安
全
な
場
所
を
求
め
て
、
近
隣
の

小
中
学
校
や
高
等
学
校
等
の
学
校
、
官

公
庁
の
施
設
な
ど
に
避
難
し
た
。

　

避
難
所
の
中
に
は
、
余
震
に
よ
る
二

次
災
害
の
危
険
の
た
め
避
難
者
に
移
動

を
求
め
た
と
こ
ろ
や
、
安
全
性
が
確
認

で
き
な
い
ま
ま
避
難
所
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

○
応
急
・
復
旧
活
動
拠
点
と
な
る
施
設

が
甚
大
な
被
害

　

神
戸
市
役
所
２
号
館
や
神
戸
市
立
西

市
民
病
院
、
兵
庫
警
察
署
な
ど
が
崩
壊

し
た
ほ
か
、
そ
の
他
多
く
の
官
公
庁
や

病
院
な
ど
も
被
災
し
、
応
急
・
復
旧
活

動
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
に
支
障
が
生

じ
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
公
共
施
設
等
の
計
画
的
な
耐
震
化
が
必
要

　

公
用
及
び
公
共
用
の
施
設
は
、
普
段

か
ら
多
数
の
利
用
が
あ
る
ほ
か
、
地
震

災
害
の
発
生
時
に
は
、
応
急
・
復
旧
対

策
の
活
動
拠
点
や
避
難
所
と
な
る
な

ど
、
防
災
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

　

特
に
、
学
校
は
多
く
の
児
童
生
徒
が

一
日
の
大
半
を
過
ご
す
学
習
・
生
活
の

場
で
あ
り
、
災
害
時
に
は
避
難
所
と
し

て
の
機
能
も
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
耐

震
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
か
ら
、
国
と
地
方
が
一
体

と
な
っ
て
計
画
的
に
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
「
地
震
防
災
対
策
特
別
措
置
法
」
が
成
立

　

全
国
ど
こ
で
も
発
生
し
う
る
大
規
模

地
震
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
７
年
６

月
に
「
地
震
防
災
対
策
特
別
措
置
法
」

が
成
立
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、
全
国
の

都
道
府
県
は
、
地
震
防
災
上
緊
急
に
整

備
す
べ
き
施
設
等
に
関
し
て
「
地
震
防

災
緊
急
事
業
五
箇
年
計
画
」
を
作
成

し
、
こ
の
う
ち
消
防
用
施
設
や
公
立
小

学
校
等
の
公
的
建
築
物
の
耐
震
改
修
な

ど
７
施
設
等
の
事
業
に
つ
い
て
、
国
庫

補
助
率
の
嵩
上
げ
が
行
わ
れ
た
。

　

第
１
次
五
箇
年
計
画
（
８
～
12
年

度
）
に
続
き
、第
２
次
（
13
～
17
年
度
）、

第
３
次
（
18
～
22
年
度
）
と
継
続
し
て

耐
震
改
修
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

○
四
川
大
地
震
を
機
に
学
校
の
耐
震
化
が
強
化

　

平
成
20
年
５
月
の
四
川
大
地
震
で
の

多
数
の
校
舎
の
倒
壊
に
よ
り
、
多
く
の

児
童
生
徒
が
犠
牲
と
な
り
、
あ
ら
た
め

て
学
校
施
設
の
耐
震
化
の
必
要
性
が
認

識
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
地
震
防
災
対
策
特
別

措
置
法
が
改
正
さ
れ
、
地
震
の
際
に
倒

壊
等
の
危
険
性
の
高
い
公
立
小
中
学
校

等
の
建
物
に
つ
い
て
、
補
助
率
の
嵩
上

げ
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
地
方
公
共
団

体
は
、
設
置
す
る
小
中
学
校
等
の
耐
震

診
断
の
実
施
と
そ
の
結
果
の
公
表
を
義

務
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

○
さ
ら
な
る
耐
震
化
が
課
題

　

兵
庫
県
で
は
、
県
有
施
設
に
つ
い

て
、
平
成
13
年
度
に
耐
震
化
計
画
を
策

定
し
、
14
年
度
か
ら
２
年
間
を
か
け
て

行
っ
た
耐
震
診
断
の
結
果
に
基
づ
き
、

耐
震
化
が
必
要
な
施
設
や
学
校
の
耐
震

改
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
19
年
３
月
に
策
定
し
た
「
兵

庫
県
耐
震
改
修
促
進
計
画
」
に
基
づ

き
、
学
校
や
病
院
、
福
祉
施
設
な
ど
民

間
施
設
も
含
め
多
数
の
県
民
が
利
用
す

る
建
築
物
の
耐
震
化
率
を
27
年
度
に

92
％
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
一
層
の

耐
震
化
を
推
進
し
て
い
る
。

　

耐
震
化
率
は
年
々
伸
び
て
い
る
も
の

の
、
学
校
を
含
む
公
共
施
設
等
で
は
、

全
国
、
兵
庫
県
と
も
に
約
６
割
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
今
後
の
計
画
的
か
つ
効

果
的
な
耐
震
化
の
推
進
が
課
題
で
あ
る
。
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テ
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■被災した公共施設等

❖神戸市役所２号館

❖神戸市立西市民病院

❖神戸国際会館

■建築物耐震化の事例

【施工前】 【施工後】

既存建築物の外側
にフレームを設置
し、耐震性を高め
ている。

フレーム

窓にブレース（筋交
い状の鉄骨）による
補強を行い、耐震性
を向上させている。

80

48.9
51.3

56.4

59.6

62.5

62.159.3

53.3

48.2

75

70

65

60

55

50

45

40
平成13 15

全国 兵庫県
17 18 19

（％）

（年度）

80

44.5

41.8 43.1
45.3

46.6

51.8 54.2

63.8

62.358.6

57.954.7

48.9
49.1

75

70

65

60

55

50

45

40
平成14 1615

全国 兵庫県

17 18 19 20

（％）

（年度）

■地方公共団体が所有又は管理する防災拠
点となる公共施設等の耐震化率（全国値）

■公立学校施設の耐震改修状況調査によ
る耐震化の状況（小中学校）

※平成17年度までは隔年で調査実施
※�平成13年度は都道府県別の集計がされていないため、
兵庫県値は平成15年度から記載� （消防庁調査）

■四川大地震による建築物の被害
　平成20年５月12日に発生した四川大地震では、多数の校舎の倒壊により多くの教師や生徒が犠牲となった。また、政
府庁舎などの建築物も倒壊するなど多くの建築物が倒壊し、まちは大きな被害を受けた。
　中国政府では32年（2020年）までに国内のすべての建物について、マグニチュード６規模の地震に耐えられるように
耐震性を強化することとしている。

❖倒壊した中学校 ❖倒壊した中学校の柱の断面 ❖商店街にあるビルの倒壊

（文部科学省調査）
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い
の
ち

普段からの防災活動が、災害時に地域の力
を発揮する
　震災では、倒壊家屋の下敷きになった人の多くが家族や近隣住民によって救出
され、地域の防災力が重要であることが実証された。災害時に地域の人々が力を
結集して的確な行動がとれるよう、自主防災組織活動を通じて、地域で実戦的な
防災訓練を行うなど、地域総ぐるみで災害に備えておくことが必要である。

地域の防災力
（１）命を守ること、命を救うことの大切さ

4

何
が
あ
っ
た
か

○
多
く
の
尊
い
命
を
救
っ
た
の
は
地
域

住
民
だ
っ
た

　

震
災
直
後
、
倒
壊
家
屋
の
下
敷
き
に

な
っ
た
人
た
ち
の
多
く
を
助
け
た
の
は

近
隣
の
住
民
で
あ
っ
た
。
い
ち
早
く
救

助
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
で
、
多
く
の

尊
い
命
が
救
わ
れ
た
。
が
れ
き
か
ら
自

力
で
脱
出
で
き
な
か
っ
た
人
の
約
８
割

が
近
所
の
住
民
ら
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

○
復
旧
・
復
興
段
階
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動

　

被
災
し
た
各
地
域
で
は
、
住
民
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
自
発
的
に
生

ま
れ
た
。
避
難
所
の
運
営
に
携
わ
る
、

自
警
団
を
結
成
し
て
住
民
が
避
難
し
た

後
の
地
域
を
見
回
る
、
自
宅
に
残
っ
て

生
活
を
続
け
る
、
高
齢
者
を
見
守
る
…
、

そ
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。

　

当
初
は
役
員
の
み
で
の
取
り
組
み
が
、

次
第
に
高
校
生
や
中
学
生
を
含
む
住
民

全
体
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
に
な
っ
て

い
っ
た
地
域
も
あ
り
、
時
間
の
経
過
と

と
も
に
活
動
に
広
が
り
が
見
ら
れ
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
住
民
の
迅
速
な
助
け
合
い
が
ポ
イ
ン
ト

　

地
震
直
後
に
人
命
を
守
る
た
め
に

は
、
い
か
に
迅
速
に
倒
壊
家
屋
な
ど
か

ら
被
災
者
を
救
助
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
。
災
害
現
場
で
は
、
地
域
住

民
が
助
け
合
い
、
速
や
か
に
救
出
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

○
防
災
活
動
の
幅
広
い
展
開
が
必
要

　

災
害
時
に
地
域
住
民
の
力
を
結
集

し
、
救
助
活
動
や
初
期
消
火
活
動
な
ど

を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、普
段
か
ら
、

自
主
防
災
組
織
※１
を
立
ち
上
げ
、
そ
の

活
動
を
通
じ
て
、
住
民
に
災
害
が
も
た

ら
す
リ
ス
ク
を
認
識
し
て
も
ら
い
、
被

害
を
未
然
に
抑
え
る
取
り
組
み
を
実
践

す
る
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動

の
幅
を
広
げ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
地
域
の
結
束

力
を
強
め
る
活
動
は
、
地
域
の
防
災
力

を
高
め
る
意
味
で
も
有
効
で
あ
る
。

○
自
分
た
ち
の
地
域
を
知
る
こ
と
が
重
要

　

住
ん
で
い
る
地
域
で
起
こ
り
得
る
災

害
を
知
る
と
と
も
に
、
街
路
の
つ
く
り

や
道
幅
、
家
屋
の
老
朽
度
、
河
川
や
湖

沼
の
状
態
な
ど
「
ま
ち
」
を
知
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
同
時
に
、
人
口
や
年

齢
層
、
ど
ん
な
専
門
家
が
い
る
か
な
ど

地
域
の
「
人
」
も
把
握
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

※１　
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
、
地
域
住
民
の
自
衛
意
識

と
連
帯
感
に
基
づ
い
て
結
成
さ
れ
る
防

災
組
織
。
通
常
は
自
治
会
、
町
内
会
単

位
ま
た
は
小
学
校
区
単
位
な
ど
で
組
織

さ
れ
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
防

災
活
動
を
行
う
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
被
災
直
後
の
安
否
確
認
・
救
助
は
住

民
の
手
で

　

災
害
直
後
は
、
被
害
が
あ
ち
こ
ち
で

発
生
し
、
消
防
や
警
察
が
来
る
ま
で
の

間
は
地
域
住
民
同
士
の
助
け
合
い
に
よ

り
、
安
否
確
認
や
初
期
消
火
、
救
助
等

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
速

や
か
な
救
助
が
で
き
る
よ
う
、
普
段
か

ら
の
自
主
防
災
組
織
活
動
の
充
実
や
救

助
資
機
材
の
配
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で

お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
特
色
あ
る
地
域
の
防
災
活
動
が
定
着

　

防
災
ク
イ
ズ
や
映
画
を
楽
し
み
な
が

ら
取
り
組
む
防
災
訓
練
の
実
施
、
住
民

と
児
童
が
地
域
の
状
況
を
点
検
し
な
が

ら
の
「
防
災
マ
ッ
プ
」
の
作
成
、
高
齢

者
や
障
害
者
の
所
在
を
記
入
し
た
「
災

害
時
要
援
護
者
マ
ッ
プ
」
の
作
成
、
救

援
活
動
に
役
立
つ
技
能
を
持
っ
た
住
民

の
登
録
、
中
学
生
に
よ
る
防
災
活
動
組

織
の
結
成
な
ど
、
防
災
活
動
へ
の
関
心

が
高
ま
る
よ
う
、
各
地
で
特
色
あ
る
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

○
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
整
備
が
進
展

　

各
自
治
体
で
は
、
住
民
が
自
分
た
ち

の
地
域
の
危
険
性
を
あ
ら
か
じ
め
認
識

で
き
る
よ
う
、
洪
水
や
津
波
な
ど
自
然

災
害
に
よ
る
被
害
を
予
測
し
、
そ
の
被

害
範
囲
を
地
図
化
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
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■自主防災組織の組織率

100
90
80
70
60
50
40
30
20平成7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

（年度）

兵庫県

全国43.8

27.4
34.3

53.354.356.1
57.9

50.5

76.9
87.5

91.2

92.9

93.8

94.7

64.5 66.9

69.9

95.1
95.7

66.562.4

47.9

59.7 61.362.5

51

（％） ガレキの中から救出された
被災者の約8割は近隣住民
等によるものだった

約27,100人近隣住民等によって救出された被災者

約7,900人

消防、警察、自衛隊に
より救出された被災者

（河田惠昭「大規模地震災害による人的被害予測」
　『自然災害科学Vol16No1』平成９年）

■震災で救出された被災者の状況

■災害時における自主防災組織の取り組み

発
生
前

災害時の状況

発
生

直
後

数
時
間
後

数
日
後

自主防災組織に期待される活動・役割

○防災知識の普及
○防災訓練の実施
○資機材の整備　等
○自身と家族の安全確保
○近隣での助け合い（出火防止、初期消火、救助等）
○安否や被害についての情報収集
○初期消火活動
○救出活動
○負傷者の手当て・搬送
○住民の避難誘導活動
○災害時要援護者の避難支援
○避難所運営
○自治体及び関係機関の情報伝達
○避難住民への広報・情報伝達
○他団体等への協力要請
○物資配分、物資需要の把握
○炊き出し等の給食・給水活動
○防疫対策、し尿処理
○避難中の自警（防犯）活動
○災害時要援護者への配慮

災害発生

～　災害発生直後　～
地域で救援活動にあたる人も含めて、大部分
の人が被災者であり、生命の危機・生活環境等
の破壊に対し、自助と地域住民の共助が中心
となる。

～災害発生から数日間～
　行政や公的機関は速やかに緊急対応を行
い、地域住民と自主防災組織は初動対応を行
う時期である。具体的には、消火、避難、救出・
救護、給食・給水等を行うことになる。また、外
部からさまざまな支援活動、人材、支援物資が
入ってくる時期でもある。
　地域性や災害によって外部からの支援
時期は異なる。

（消防庁「自主防災組織の手引き」より）

□地域防災力向上のための施策
　○�自主防災組織リーダー育成研修会・中核リーダー育成
研修会の実施

　　�　自主防災組織の中核となるリーダーを育成する研修
会を平成13年度まで行い、６千名を超える修了生がそれ
ぞれの地域の自主防災活動に取り組んでいる。

　○防災資機材整備補助事業の実施
　　�　災害時に必要な資機材整備のため、平成９年度から
５カ年の緊急対策として、要望のあったすべての自主
防災組織に対して防災資機材整備事業の補助を市町と共
同で実施した。

　○地域防災情報の提供
　　�　平常時でも自主防災活動に役立つ情報や災害時の情
報を提供するため、自主防災組織の希望者を「防災情報
通信員」として登録し、Ｅメールで配信している。

　○防災力強化県民運動
　　�　震災の経験と教訓を継承し、防災・減災の実践的な取
り組みを一層推進するため、県民・学校・企業などのさ
まざまな主体が行動する県民運動として、県・市町が支
援して、防災訓練等各種取り組みを実施している。

　○ひょうご防災リーダー講座
　　�　自主防災組織のリーダー等地域防災の担い手の資質
の向上を図るための講座を開催している。「防災士」の
受験資格も取得できる。

　○ハザードマップ
　　�　洪水、津波、高潮などの被害想定をあらかじめ知るこ
とで、必要な備えができるよう、浸水想定区域や土砂災
害の危険箇所などをインターネットで提供している
（ＣＧハザードマップ）。市町でも市町版を作成し、全戸配
布を進めている。

兵庫の取り組み
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い
の
ち

何
が
あ
っ
た
か

○
被
災
地
の
消
防
の
対
応
能
力
を
超
え
て
い
た

　

震
災
に
よ
る
被
害
は
、
平
常
時
の
想
定
を

超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
発
生
直
後
か
ら
１

１
９
番
通
報
が
殺
到
し
、
消
防
職
員
は
直
ち

に
消
火
・
救
助
・
救
急
活
動
に
出
動
し
た
が
、

道
路
が
寸
断
さ
れ
、
消
防
車
の
通
行
に
支
障

が
生
じ
た
。

　

ま
た
、
神
戸
市
内
で
は
、
地
震
に
よ
る
断

水
等
に
よ
り
消
火
栓
が
ほ
と
ん
ど
使
用
で
き

な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
近
く
の
河
川
か
ら

水
を
く
み
上
げ
た
り
、
海
か
ら
２
㌔
も
ホ
ー

ス
を
つ
な
い
で
、消
火
に
当
た
っ
た
り
し
た
。

他
市
か
ら
の
応
援
隊
と
共
用
で
き
る
無
線
回

線
が
限
ら
れ
て
い
た
り
、
工
具
や
ホ
ー
ス
の

規
格
が
異
な
っ
て
い
た
な
ど
部
隊
の
活
動
に

支
障
も
生
じ
た
。

○
自
衛
隊
・
警
察
な
ど
と
連
携
し
て
救
助

　

被
災
直
後
か
ら
住
民
が
消
防
署
へ
駆
け
付

け
る
な
ど
救
助
を
求
め
る
声
が
相
次
い
だ
。

消
火
活
動
を
行
う
一
方
、
消
防
団
員
や
近
隣

住
民
の
協
力
を
得
て
、
ま
た
、
自
衛
隊
・
警

察
な
ど
と
緊
密
な
連
携
を
と
り
な
が
ら
救
助

活
動
を
行
っ
た
。

○
被
災
地
内
の
交
通
渋
滞
が
救
急
活
動
に
支
障

　

多
数
の
負
傷
者
に
応
急
処
置
を
行
う
た

め
、
被
災
直
後
か
ら
各
消
防
署
に
応
急
救
護

所
を
設
置
し
た
。
救
急
隊
員
が
処
置
に
追
わ

れ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
救
急
搬
送
業
務
に

従
事
す
る
隊
員
が
不
足
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
重
篤
患
者
の
搬
送
は
長
距
離
搬
送

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
緊
急
車
両
と
し
て

の
優
先
通
行
が
確
保
さ
れ
ず
、
搬
送
時
間
に

長
時
間
を
要
し
た
例
も
あ
っ
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
消
防
水
利
の
多
元
化
が
必
要

　

震
災
で
は
消
火
用
水
が
絶
対
的
に
不
足
し

た
こ
と
か
ら
、
河
川
な
ど
の
自
然
水
利
の
有

効
活
用
も
含
め
た
水
源
の
多
元
化
が
必
要
で

あ
る
。

○
広
域
連
携
の
強
化
な
ど
が
必
要

　

大
規
模
災
害
で
は
、
負
傷
者
の
救
助
や
手

当
て
、
重
篤
者
の
搬
送
な
ど
の
緊
急
活
動
を

被
災
自
治
体
の
み
で
は
で
き
な
い
。
市
町
域

や
県
域
を
越
え
て
、
効
果
的
に
応
援
を
行
う

広
域
的
な
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　

ま
た
、
各
地
か
ら
の
消
防
の
応
援
隊
が
ス

ム
ー
ズ
に
協
力
・
連
携
で
き
る
よ
う
、
救
助

資
機
材
の
規
格
な
ど
救
助
活
動
な
ど
に
標
準

を
設
け
、
統
一
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
救
助
技
術
の
さ
ら
な
る
向
上
が
重
要

　

消
防
や
警
察
な
ど
防
災
関
係
機
関
は
、
大

規
模
災
害
時
の
各
々
の
役
割
や
活
動
を
十
分

に
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
被

災
現
場
で
連
携
し
て
活
動
す
る
際
の
技
能
の

習
熟
、
救
助
技
術
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
耐
震
性
の
防
火
水
槽
を
整
備

　

神
戸
市
で
は
、
消
防
水
利
の
多
元
化
を
図

る
た
め
、
各
地
の
都
市
公
園
の
地
下
に
１
０

０
㌧
程
度
の
耐
震
性
を
備
え
た
防
火
水
槽
の

整
備
、下
水
道
の
雨
水
管
か
ら
の
直
接
採
取
、

河
川
整
備
に
当
た
っ
て
消
火
水
利
の
確
保
を

優
先
す
る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

○
緊
急
消
防
援
助
隊
の
設
置
な
ど
広
域
応
援

体
制
を
整
備

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る

広
域
応
援
に
よ
る
人
命
救
助
活
動
等
を
迅

速
、
的
確
に
行
う
た
め
、
全
国
の
消
防
機
関

に
よ
り
緊
急
消
防
援
助
隊
を
平
成
７
年
６
月

に
創
設
。

　

ま
た
、
消
防
相
互
応
援
協
定
を
す
べ
て
の

都
道
府
県
と
の
間
で
締
結
し
て
お
り
、
災
害

派
遣
時
の
消
防
用
緊
急
車
両
の
円
滑
な
通
行

の
た
め
に
、消
防
吏
員
が
必
要
な
措
置
命
令
・

強
制
措
置
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
消
防
・
救
急
無
線
の
全
国
共
通

波
が
３
波
に
増
や
さ
れ
、
消
防
ホ
ー
ス
の
媒

介
金
具
や
各
消
防
の
形
式
が
統
一
さ
れ
る
な

ど
の
取
り
組
み
も
進
ん
で
い
る
。

○
関
係
機
関
と
の
連
携
が
進
む

　

消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
で
平
常
時
か
ら
連

絡
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
三
者
が
合
同
で

訓
練
を
行
う
な
ど
連
携
を
進
め
て
い
る
。

○
救
助
・
救
急
技
術
な
ど
が
向
上

　

閉
所
で
の
救
助
技
術
や
「
が
れ
き
の
下
の

医
療
（
Ｃ
Ｓ
Ｍ
）」
な
ど
、
大
規
模
災
害
時

に
効
果
的
な
救
助
・
救
急
活
動
を
行
う
た
め

の
技
術
の
開
発
や
技
能
の
習
熟
も
進
み
つ
つ

あ
り
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
列
車
事
故
で
も
生
か

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
、
平
成
19
年
５
月

に
は
、兵
庫
県
立
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
に「
ガ

レ
キ
救
助
訓
練
施
設
」
も
整
備
さ
れ
た
。

広域連携と高度な技術が、多くの人を救助する
　地震発生から 72時間を過ぎると生存率が著しく低下することから、発生直後の３日
間の重要性を示す「黄金の 72時間」という言葉が防災・災害医療関係者の間で認識さ
れている。しかし、震災による災害規模は被災地の対応能力をはるかに超えており、同
時多発火災の消火活動や生き埋め者の救助活動、傷病者の救急搬送を行おうにも、道路
の寸断や消火栓がほとんど使えないなど多くの障害があった。県内外の消防をはじめ警
察・自衛隊などと連携して取り組んだが、これら広域連携の一層の推進が求められている。

（１）命を守ること、命を救うことの大切さ

防災関係機関（消防）5
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Ⅰ
い
の
ち

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

■阪神・淡路大震災における消防の活動状況
❖被害状況 ❖救助活動 ❖救急活動

炎上する長田区 生き埋め者の救助 ヘリコプターによる転院搬送

■広域応援体制
　１月25日まで2,000人以上の応援体制を維持した。３月末までに41都道府県、451消防本部から延べ32,400人の消防
隊員が応援活動を実施。広域航空消防応援は、15団体延べ379機2,171人が出動し、情報収集や救急・人員搬送を行った。

（消防庁『平成７年版 消防白書』）

■緊急消防援助隊
　国内で発生した地震等の大規模災害時における人命
救助活動等をより効果的かつ迅速に実施し得るよう、
全国の消防本部の協力を得て平成７年６月に創設。20
年４月には3,960部隊（約46,000人）が登録されてい
る。大規模災害発生に際し、消防庁長官の要請又は指示
により出動し、被災市町村長の指揮の下、活動する。

■ガレキ救助訓練施設（兵庫県立広域防災
センター）

　「狭隘な閉鎖空間」を再現し、大規模な災害発生時に
備え、救助・医療などにかかわる関係機関が連携した
がれき救助の訓練を行う。
■想定される主な連携機関：
　消防・警察・自衛隊、災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）、
国際緊急援助隊、救助犬
■目的：
⑴　生存者探索技術の高度化　　
⑵�　閉所救助技術の向上・がれきの下の医療の的確な
実施
⑶　関係機関の連携訓練の活性化

■訓練での想定被害、救出対象例：
　阪神・淡路大震災クラスの家屋やビルの倒壊、土砂
崩れ現場、大規模な交通事故現場
・ がれきに埋没した要救助者　　
・ 転倒、座屈ビル（形態を留めている）内の要救助者
・ がれき下の自動車、列車内の要救助者
・ 狭隘空間に挟まれ閉じ込められた要救助者

■がれきの下の医療（ＣＳＭ）
　災害現場のがれきの中に医師らが入り、閉
じ込められた人に点滴などの治療をするこ
と。（Confined Space Medicine）

❖緊急消防援助隊の出動状況

（新潟県中越地震）
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い
の
ち

災害時にも即応できる体制づくりで、万全を
　震災により警察施設にも大きな被害を受けたが、直ちに災害警備本部
を立ち上げ、人命の救助・捜索活動に全力で取り組んだ。翌日以降、全
国の警察から約 42万 6,500 人の応援を得て、緊急交通路の確保や被災
地のパトロールなど諸活動にあたった。広域緊急援助隊など応援体制の
充実、消防や自衛隊など防災関係機関との連携の充実により、効果的な
活動の展開が期待される。

（１）命を守ること、命を救うことの大切さ

防災関係機関（警察）6

何
が
あ
っ
た
か

○
被
災
直
後
か
ら
救
助
・
捜
索
活
動
を
展
開

　

震
災
直
後
に
災
害
警
備
本
部
を
立
ち

上
げ
、
各
警
察
署
で
も
直
ち
に
現
地
本

部
を
設
置
し
た
。
警
察
職
員
は
積
極
的

に
自
主
参
集
し
、
被
災
直
後
の
救
助
・

捜
索
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

○
初
動
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
要
員
が
不
足

　

被
災
直
後
の
救
助
・
捜
索
活
動
の
ほ
か
、

大
幅
に
増
加
し
た
１
１
０
番
へ
の
対
応
、

検
視
、
身
元
確
認
な
ど
警
察
活
動
は
多
岐

に
わ
た
り
、
要
員
が
不
足
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
者
が
避
難
所
へ
避
難
し
た

後
は
、
全
国
か
ら
応
援
を
受
け
た
警
察
官

や
住
民
と
と
も
に
被
災
地
内
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
た
。
避
難
所
へ
の
訪
問
な
ど
日

常
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
行
っ
た
結

果
、
震
災
後
１
０
０
日
間
の
被
災
地
犯
罪

認
知
件
数
は
、
前
年
同
時
期
を
大
き
く
下

回
っ
た
。

○
緊
急
交
通
路
を
指
定
す
る
も
交
通
渋

滞
が
発
生

　

被
災
直
後
は
、
要
員
不
足
も
あ
り
、

早
期
の
交
通
規
制
を
十
分
に
行
え
な

か
っ
た
。
国
道
２
号
な
ど
緊
急
交
通
路

に
は
、
大
量
の
避
難
車
両
等
に
加
え
、

多
く
の
流
入
路
か
ら
進
入
す
る
車
両
が

多
く
、
交
通
渋
滞
に
拍
車
を
か
け
た
。

全
国
の
警
察
か
ら
の
応
援
も
得
た
が
、

救
援
物
資
な
ど
の
搬
送
を
行
う
緊
急
車

両
の
交
通
路
の
確
保
に
時
間
を
要
し
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
災
害
時
に
も
即
応
で
き
る
体
制
づ
く

り
が
重
要

　

大
規
模
災
害
時
に
、
被
災
地
へ
迅
速

か
つ
大
量
に
警
察
官
や
装
備
資
機
材
を

投
入
で
き
る
よ
う
、
職
員
の
自
主
参
集

基
準
・
早
期
招
集
方
法
の
確
立
や
救
出

機
材
の
配
備
、
警
察
施
設
の
耐
震
化
や

代
替
施
設
の
指
定
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。

○
広
域
的
な
応
援
体
制
の
確
立
と
防
災

関
係
機
関
と
の
連
携
が
不
可
欠

　

都
道
府
県
の
枠
を
超
え
た
警
察
の
応

援
体
制
の
確
立
、
消
防
・
自
衛
隊
な
ど

の
防
災
関
係
機
関
と
の
普
段
か
ら
の
緊

密
な
連
携
・
訓
練
を
実
施
し
て
お
く
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

○
緊
急
交
通
路
に
は
厳
格
な
交
通
規
制
が
必
要

　

災
害
発
生
直
後
に
は
、
緊
急
交
通
路

の
確
保
の
た
め
、
早
期
に
厳
格
な
交
通

規
制
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

道
路
な
ど
の
被
災
状
況
を
迅
速
に
把
握

し
、
緊
急
交
通
路
の
交
通
管
理
を
的
確

に
行
う
た
め
、
交
通
管
制
シ
ス
テ
ム
の

耐
震
補
強
や
シ
ス
テ
ム
の
分
散
化
な
ど

が
必
要
で
あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
警
察
力
の
充
実

　

災
害
時
の
警
察
力
を
確
保
す
る
た

め
、
震
度
５
強
以
上
の
地
震
で
職
員
が

参
集
す
る
よ
う
基
準
を
見
直
し
た
ほ

か
、
災
害
時
の
救
助
・
捜
索
活
動
の
た

め
の
資
機
材
の
確
保
、
被
害
状
況
把
握

の
た
め
の
災
害
モ
ニ
タ
ー
の
委
嘱
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
警
察
本

部
機
能
の
代
替
施
設
と
し
て
大
規
模
警

察
署
を
指
定
し
、
通
信
設
備
等
を
整
備

し
て
い
る
。

○
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
が
進
展

　

大
規
模
災
害
に
即
応
す
る
た
め
、
平

成
７
年
６
月
か
ら
、
広
域
緊
急
援
助
隊

が
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、
各
都
道
府
県
警

察
相
互
の
支
援
体
制
の
確
立
も
進
ん
で

い
る
。
自
衛
隊
や
各
地
の
消
防
署
等
と

の
間
で
は
、
平
常
時
か
ら
定
期
的
に
情

報
交
換
を
行
い
、
連
携
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

○
災
害
時
に
備
え
た
交
通
対
策
の
強
化

　

大
規
模
災
害
時
に
備
え
た
緊
急
交
通

路
の
事
前
指
定
、
災
害
時
に
お
け
る
広

域
緊
急
援
助
隊
等
の
交
通
対
策
要
員
の

確
保
や
緊
急
交
通
路
へ
の
一
般
車
両
の

流
入
を
防
ぐ
た
め
の
交
通
規
制
用
標
示

板
の
迅
速
な
設
置
、
交
通
管
制
シ
ス
テ

ム
の
強
化
な
ど
交
通
対
策
が
強
化
さ
れ

て
い
る
。
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Ⅰ
い
の
ち

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

■阪神・淡路大震災での警察の主な活動

❖被災者の捜索状況（警察庁） ❖被災地におけるパトロール活動（警察庁）

■広域緊急援助隊
　広域緊急援助隊は、全国の警察に設置され、高度の救出救助能力と自活能力を備えた災害対策専門の部隊で、大規模
災害が発生した場合、都道府県の枠を越え、即時に出動する。

❖ＪＲ福知山線列車事故現場における活動状況 ❖訓練状況

■緊急交通路

❖渋滞する道路（阪神・淡路大震災）
　　　　　　　　　 （神戸新聞社提供）　

　震災以降、兵庫県警は大規模災害が発生した場合、
被災地域内への緊急自動車などの通行を確保するた
め、活断層の分布状況や河川などの地理的条件を勘
案して、高速道路及び幹線道路を中心に１８路線を
緊急交通路の予定路線として事前指定し、道路管理
者が予告標識を設置している。
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い
の
ち

豊富な人材と装備が、大きな力を発揮する
　自衛隊は、人命救助活動や給食・給水・医療・入浴支援といっ
た生活救援活動、倒壊家屋の処理といった応急救援など、震災
からの復旧に大きな役割を果たした。災害時における自衛隊の
役割を明確にし、拡大することが、住民の安心感を高めること
になる。

（１）命を守ること、命を救うことの大切さ

防災関係機関（自衛隊）7

何
が
あ
っ
た
か

○
災
害
対
応
は
明
確
に
は
位
置
付
け
ら

れ
て
い
な
か
っ
た

　

自
衛
隊
の
主
た
る
任
務
は
国
土
防
衛

と
さ
れ
、
災
害
対
応
は
明
確
に
は
位
置

付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
震
災
に
お

い
て
、
自
衛
隊
の
果
た
し
た
役
割
は
大

き
か
っ
た
が
、
原
則
は
、
被
災
し
た
自

治
体
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
行
う
も
の

で
あ
っ
た
。

○
災
害
派
遣
に
お
け
る
制
約

　

自
衛
隊
は
、
震
災
当
日
の
午
前
７
時
過

ぎ
に
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
偵
察
を

開
始
。
神
戸
や
淡
路
島
に
相
当
程
度
の
被

害
が
出
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。

ま
た
、
知
事
の
派
遣
要
請
を
待
つ
ま
で
も

な
く
、
伊
丹
駐
屯
地
の
第
36
普
通
科
連
隊

は
、
近
傍
派
遣
に
よ
り
阪
急
伊
丹
駅
な
ど

に
人
命
救
助
の
た
め
に
部
隊
を
派
遣
し
て

い
た
。

  

自
衛
隊
法
第
83
条
第
２
項
で
は
、
特
に

緊
急
を
要
し
、
要
請
を
待
つ
い
と
ま
が
な

い
時
は
、
要
請
を
待
た
な
い
で
派
遣
で
き

る
（
自
主
派
遣
）
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、

実
際
に
部
隊
を
派
遣
す
る
こ
と
と
し
た
の

は
、
兵
庫
県
か
ら
災
害
派
遣
の
正
式
要
請

が
あ
っ
た
震
災
発
生
か
ら
約
４
時
間
後
の

午
前
10
時
過
ぎ
で
あ
っ
た
。

○
活
動
上
の
制
約

　

活
動
を
行
う
に
当
た
っ
て
も
、
自
衛

隊
が
独
自
で
警
戒
区
域
の
設
定
が
で
き

な
い
な
ど
の
制
約
が
あ
っ
た
。
災
害
現

場
で
の
警
察
、
消
防
な
ど
と
の
連
携

も
、
あ
ま
り
経
験
を
重
ね
て
い
な
か
っ

た
た
め
十
分
で
な
か
っ
た
り
、
時
間
を

要
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
自
衛
隊
法
に
お
け
る
任
務
の
位
置
付

け
の
見
直
し
と
権
限
の
拡
大
が
必
要

　

災
害
発
生
時
の
自
衛
隊
の
役
割
は
大

き
く
、
国
民
の
信
頼
を
確
か
な
も
の
と

す
る
た
め
に
も
、
災
害
対
応
を
主
た
る

任
務
の
一
つ
と
し
て
自
衛
隊
法
上
、
明

確
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
の
役
割
を
的
確
に
果
た

す
た
め
に
も
、
自
主
派
遣
を
実
施
し
や

す
い
よ
う
に
判
断
基
準
を
明
確
に
す
る

な
ど
、
一
定
の
制
約
の
も
と
に
権
限
の

拡
大
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

○
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
が
重
要

　

自
治
体
や
消
防
、
警
察
な
ど
防
災
関

係
機
関
と
の
間
で
は
、
平
常
時
か
ら
意

見
交
換
を
行
っ
た
り
、
訓
練
へ
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
互
い

に
顔
の
み
え
る
関
係
を
構
築
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
大
規
模
災
害
時
の
自
衛
隊
の
出
動
を

位
置
付
け
た

　

自
衛
隊
の
災
害
対
応
に
関
し
て
、
国

民
の
期
待
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、

平
成
７
年
11
月
に
改
正
さ
れ
た
「
防
衛

計
画
の
大
綱
」
で
は
、
大
規
模
災
害
な

ど
各
種
の
事
態
へ
の
対
応
が
、
自
衛
隊

の
果
た
す
べ
き
主
要
な
役
割
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
自
衛
隊
の
自
主
派
遣
を
よ
り

実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、「
防

災
業
務
計
画
」
を
修
正
し
、
震
度
５
弱

以
上
で
航
空
機
等
に
よ
り
情
報
収
集
を

行
う
場
合
や
通
信
途
絶
等
に
よ
り
都
道

府
県
知
事
等
と
連
絡
が
不
能
の
場
合
に

お
い
て
直
ち
に
救
援
の
措
置
を
と
る
必

要
の
あ
る
場
合
な
ど
、
部
隊
な
ど
の
長

が
自
主
派
遣
す
る
基
準
を
定
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
震
災
の
教
訓
か
ら
、
迅
速

な
災
害
派
遣
を
効
果
的
に
行
う
た
め
、

各
自
衛
隊
は
、
初
動
に
対
応
で
き
る
部

隊
、
艦
艇
の
指
定
や
航
空
機
の
待
機
態

勢
を
整
え
て
い
る
。

○
各
機
関
相
互
の
連
携
体
制
の
確
立
が
進
展

　

自
衛
隊
と
自
治
体
や
消
防
、
警
察
な

ど
防
災
関
係
機
関
の
間
で
は
、
情
報
連

絡
体
制
が
充
実
さ
れ
て
い
る
。
地
方
公

共
団
体
が
行
う
実
働
訓
練
や
地
震
災
害

を
想
定
し
た
図
上
訓
練
へ
の
参
加
、
緊

急
消
防
援
助
隊
や
広
域
緊
急
援
助
隊

（
警
察
）
な
ど
と
の
合
同
訓
練
へ
の
参

加
な
ど
連
携
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。
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Ⅰ
い
の
ち

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

■阪神・淡路大震災での自衛隊の派遣状況
❖人命救助活動 ❖生活救援活動 ❖応急救援

■派遣状況
　陸上、海上、航空各自衛隊員延べ約220万人、車両延べ約34万両、航空機延べ約13,000機、艦艇延べ約680隻を派遣。
行方不明者の捜索・救助、遺体の収容、救護所の設置、医療支援、給水・給食支援、天幕の設置、倒壊家屋処理などを実施
し、４月27日までに撤収した。� （内閣府『平成８年版 防災白書』）

■阪神・淡路大震災での自衛隊の主な活動成果
活動内容 活動期間 人命救助等 生活支援 復旧支援
人命救助

1/17～1/28
人命救助 157（人）医療支援 20,918（人） 道路啓開 35,595（ｍ）

遺体収容 遺体収容 1,221（体）防疫支援 800,000（㎡）倒壊家屋解体処理
【解体に伴う瓦礫等の輸送】

2,599（戸）
【112,372（ｔ）】

生
活
救
援

給食支援 1/28～3/15
遺体輸送

空輸 47（体）給食支援 577,273（食）

給水支援 1/17～3/15 陸送 401（体）給水支援 32,092（ｔ）神戸港の埠頭整備
（泥土の除去、道路の補修・清掃等）

9,100（ｍ）
入浴支援 1/24～4/25 患者空輸 67（人）入浴支援 515,459（人）
陸上輸送
支援

1/17～3/31 ゴミの処理 2,105.7（ｔ）瓦礫等の輸送支援 5,387（ｔ）

航空支援 1/17～4/27 天幕展張 524（張）
医療支援 1/17～3/31 シート張支援 131（件）
天幕展張
支援

1/21～1/30
（防衛省『阪神・淡路大震災　災害派遣行動史』）

倒壊家屋処理 1/22～4/16

■震災後の自衛隊に関する主な法改正等について
項　目 内　　容

市町長の権限強化
（災害対策基本法第68条の2関係）

①市町長から都道府県知事に対し災害派遣の要請を要求
②防衛大臣等に対し、直接状況を報告

応急公用負担等の自衛官の権限強
化（同上）

自衛官の権限（応急公用負担、交通規制等）を法定化

災害派遣の要請手続きの簡素化
（自衛隊法施行令第106条関係）

「派遣を希望する人員、船舶、航空機等の概数」を削除し、「派遣を必要
とする期間」を「派遣を希望する期間」に改正

自衛隊の自主派遣にかかる判断基
準等を明記（防災業務計画）

その事態（被災状況）に照らし特に緊急を要し、要請を待つ暇がないと
認められるときは要請を待たないで部隊等を派遣
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い
の
ち

（１）命を守ること、命を救うことの大切さ

災害医療体制8

何
が
あ
っ
た
か

○
現
場
で
治
療
を
行
う
概
念
が
な
か
っ
た

　

震
災
当
時
、
医
療
チ
ー
ム
を
救
出
現

場
に
派
遣
し
現
場
で
治
療
す
る
と
い
う

概
念
は
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
。ま
た
、

重
症
患
者
の
搬
送
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は

ほ
と
ん
ど
活
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

被
災
地
で
は
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
、
健
康
管
理
に
努
め
る
た
め
、
大
規

模
な
避
難
所
に
救
護
所
を
開
設
。
最
初

は
手
間
取
っ
た
も
の
の
、
多
く
の
救
護

班
※１
を
全
国
か
ら
受
け
入
れ
た
。

○
患
者
が
一
部
の
病
院
に
集
中
し
た

　

県
の
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
ダ

ウ
ン
や
電
話
回
線
の
ま
ひ
な
ど
で
、
医

療
機
関
は
近
隣
の
病
院
の
状
況
す
ら
把

握
で
き
な
か
っ
た
。
患
者
の
受
け
入
れ

可
能
な
医
療
機
関
が
付
近
に
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
情
報
を
伝
達
す

る
方
法
が
な
か
っ
た
た
め
、
一
部
の
医

療
機
関
に
患
者
が
集
中
し
た
。
患
者
が

集
中
し
た
医
療
機
関
の
中
に
は
治
療
の

優
先
度
か
ら
患
者
を
選
別
す
る
ト
リ

ア
ー
ジ
※ 2
を
行
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

○
災
害
医
療
に
関
す
る
知
識
が
不
足
し
た

　

ク
ラ
ッ
シ
ュ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
ト
リ

ア
ー
ジ
等
に
関
す
る
知
識
が
不
十
分

で
、
傷
病
者
の
重
傷
度
判
断
な
ど
に
課

題
を
残
し
た
。

※１　

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
日
本
赤
十

字
社
、
国
公
立
病
院
等
の
医
師
・
看
護

師
等
４
～
６
名
で
編
成
。
災
害
時
に
被

災
者
に
対
し
て
い
ち
早
く
医
療
救
護
を

提
供
。

※２　

治
療
に
よ
っ
て
救
命
で
き
る
可
能
性

が
高
い
人
か
ら
順
次
救
護
、
搬
送
、
治

療
を
行
う
。

学
ん
だ
こ
と

○
速
や
か
な
救
護
所
の
設
置
が
重
要

　

災
害
直
後
に
多
数
発
生
す
る
傷
病
者

に
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
被
災

地
外
か
ら
の
救
護
班
を
速
や
か
に
受
け

入
れ
、
救
護
所
を
迅
速
に
設
置
す
る
必

要
が
あ
る
。

○
広
域
災
害
医
療
体
制
の
充
実
強
化
が
重
要

　

災
害
直
後
の
傷
病
者
を
被
災
地
内
外

の
病
院
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
広

域
災
害
医
療
体
制
を
充
実
強
化
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

○
災
害
医
療
の
研
究
や
教
育
、
研
修
が

必
要

　

医
師
や
看
護
師
な
ど
医
療
に
携
わ
る

人
を
対
象
に
、
災
害
医
療
分
野
の
研
究

や
教
育
、
研
修
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
ト
リ
ア
ー
ジ
の
シ
ス
テ

ム
の
確
立
も
必
要
で
あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
災
害
拠
点
病
院
の
整
備
や
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
の
養
成

が
進
む

　

災
害
直
後
の
救
急
医
療
体
制
の
充
実

強
化
を
図
る
た
め
、
広
域
災
害
・
救
急

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
や
災
害
拠
点
病
院

が
全
国
的
に
整
備
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
直
後
の
急
性
期
に

活
動
で
き
る
機
動
性
を
持
っ
た
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
の
養
成
が
進
ん
で
い
る
。
専
門
的
な

研
修
を
受
け
、
十
分
な
資
機
材
な
ど
を

備
え
た
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
は
迅
速
な
救
命
・

救
急
医
療
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

○
東
南
海
・
南
海
地
震
へ
の
対
応
が
課
題

　

今
後
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
東
南
海
・

南
海
地
震
で
は
、
広
域
的
な
被
害
と
医

療
関
係
者
が
数
多
く
被
災
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
如
何
に
広
域
的
に

医
療
を
提
供
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る

か
が
課
題
で
あ
る
。

○
消
防
と
医
療
の
連
携
強
化
の
進
展

　

震
災
以
降
の
災
害
や
事
故
の
現
場
で

は
、Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
出
動
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
早
期
救
助
活
動
な
ど
、
メ
デ
ィ

カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
を
通
じ

て
、
消
防
機
関
と
医
療
機
関
と
の
連
携

に
よ
る
的
確
な
救
急
救
助
活
動
が
成
果

を
挙
げ
て
い
る
。

　

平
成
17
年
に
発
生
し
た
Ｊ
Ｒ
福
知
山

線
列
車
事
故
で
は
、
緊
急
消
防
援
助
隊

の
活
動
、
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

よ
る
現
場
で
の
ト
リ
ア
ー
ジ
や
「
が
れ

き
の
下
の
医
療
（
Ｃ
Ｓ
Ｍ
）」、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
重
症
患
者
の
搬
送
な
ど

が
迅
速
に
展
開
さ
れ
た
。

迅速・適切な災害医療の提供が、患者の命を救う
　震災により、被災地の医療機関は建物や設備に大きな損傷を受け、医療を提供することが
困難となった。一人でも多くの命を救うためには、被災地外の医療スタッフの協力を得、速
やかに救護所を設置するとともに、優先度に応じた治療や診療可能な病院への搬送を速やか
に行う必要がある。災害拠点病院の整備や災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）の養成など災害
医療は発展しつつあるが、東南海・南海地震を視野に入れた広域的な災害医療体制の構築が
求められている。
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■トリアージの流れ

治療によって救命できる可能性が
高い人から順に救護、搬送、治療
を実施

負傷者の救出

現場での一次トリアージ
救急救命士や最初に到着した医師による

●トリアージタッグ

医療機関での治療

【黒色】
死亡等（第4順位）

【赤色】
緊急治療が必要な重症患者
（第1順位）

【黄色】
入院を要する中等症の患者
（第2順位）

【緑色】
入院を要しない軽症の患者
（第3順位）

必要事項を記入の上、区分に応じた色が最下
位になるように識別表が切り取られ、負傷者の
体に取り付けられる。　

Ⅱ

Ⅰ

Ⅲ

0

0
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ判定結果が 判定結果が

蘇生を断念救護所、救急車等での応
急処置、二次トリアージ
（容態の変化など変更が
生じた場合は内容修正）

「Ⅰ（赤）、Ⅱ（黄）、Ⅲ（緑）」 「0（黒）」

災害現場用
For Calmity spot

No. 氏　名（Name） 年齢（Age）性別（Sex）
男（Ｍ）
女（Ｆ）

住　所（Address） 電　話（Phone）

トリアージ実施月日・時刻（Date・Time）

　　／
　　ＡＭ　　 ：　　　　ＰＭ　　

実施者（Enforcement Person）

搬送機関名（Conveyer） 収容医療機関名（Medical Facilities）

トリアージ
実施場所
（Place）

□医　　　師（Doctor）
□救急救命士（Paramedic）
□そ　の　他（Others）

トリアージ
実施機関

（Organization）

症　　状
傷 病 名

（Condition）

トリアージ区分
（Category） Ⅰ Ⅱ Ⅲ０

-

■JR福知山線列車事故
　平成17年のJR福知山線列車事故は、消防機関
と医療チームの連携が図られた事例として注目
された。

❖平成15年８月に兵庫県災害医療センターがオープン

□�広域災害・救急医療情報システムの整備

　被災地外の医療機関の稼働状況など災害医療情報の
共有、被災地での迅速、かつ、適切な医療・救護に関する
情報を集約・提供するために情報システムを整備。平成
15年度にはインターネット化し、県民への情報提供、災
害時における近隣府県等との広域的対応や双方向での
情報活用を実現。
　また、中小規模災害の情報を医療機関に迅速に提供す
るシステムも整備し、兵庫県広域災害・救急医療情報シス
テムとして運用。

□災害医療研究・教育・研修の推進

○�神戸大学、兵庫医科大学に災害時の救急医療に携わる
人材を育成する「災害・救急医療講座」を開設。
○�ＨＡＴ神戸（神戸市中央区）にＷＨＯ神戸センターや
こころのケアセンター等を設置し、調査研究・研修基
盤を充実。
○�兵庫県では、災害時のキーパーソンとなるべき、災害
医療コーディネーターを指名し、災害時の医療リー
ダーを育成。
○�トリアージやクラッシュシンドローム、広域災害・救
急医療情報システムへの理解等を図るために、災害医
療従事者研修等を定期的に実施。

兵庫の取り組み

■トリアージの流れ

■災害拠点病院の整備

（神戸新聞社提供）
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い
の
ち

（１）命を守ること、命を救うことの大切さ

ヘリコプター9
ヘリコプターの積極的活用が、初動対応の大
きな力
　震災直後、ヘリコプターは、緊急物資や医師の輸送など初動対応の大きな力になった。
しかし、運用面で、重症者の救急搬送が不十分であったほか、空中消火活動が行われ
なかったり、騒音による救助活動への影響やヘリポートの確保などが課題となった。
　近年、災害出動件数が増加傾向にあり、国民の期待が高まっており、ヘリコプター
のさらなる効果的な活用が求められている。

何
が
あ
っ
た
か

○
全
国
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
応
援

　

震
災
で
は
自
治
体
の
消
防
防
災
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
や
、
自
衛
隊
・
警
察
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
出
動
し
、
緊
急
物
資
や
医
師
の
輸

送
等
で
力
を
発
揮
し
た
。
民
間
で
も
、
ダ

イ
エ
ー
や
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
な
ど
が
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
を
利
用
し
、
被
災
者
へ
の
物
資

の
輸
送
を
行
っ
た
。

　

多
数
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
往
来
す
る
中
、

自
衛
隊
は
車
両
搭
載
型
の
管
制
機
器
で
、

神
戸
上
空
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
交
通
整
理

を
行
っ
た
。

　

一
方
地
上
で
は
、
生
き
埋
め
に
な
っ
た

被
災
者
の
救
助
で
、
わ
ず
か
な
音
や
声
を

聞
き
分
け
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
震
災
直

後
の
取
材
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
の
騒
音
で
聞

こ
え
ず
、
救
助
活
動
の
妨
げ
に
な
っ
た
と

の
指
摘
も
あ
っ
た
。

○
重
症
者
の
救
急
搬
送
に
は
活
用
さ
れ
な

か
っ
た

　

震
災
当
時
、
我
が
国
で
は
、
離
島
の
あ

る
地
域
以
外
は
、
救
急
搬
送
が
全
く
普
及

し
て
お
ら
ず
、
発
生
当
日
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
重
症
者
の
救
急
搬
送
は
１
人
だ
け

で
、
震
災
直
後
の
最
も
搬
送
効
果
が
期
待

で
き
る
時
期
に
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま

た
、
自
衛
隊
以
外
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
有

視
界
飛
行
が
原
則
で
、
日
没
後
は
運
航
さ

れ
な
か
っ
た
。

○
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
十
分
に
活
用
で
き
な
か
っ
た

　

神
戸
市
内
で
は
、
12
カ
所
を
防
災
用
ヘ

リ
ポ
ー
ト
と
し
て
指
定
し
て
い
た
が
、
ア

ク
セ
ス
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
り
、
避
難

住
民
が
あ
ふ
れ
た
り
し
て
、
１
カ
所
し
か

使
用
で
き
な
か
っ
た
。

○
空
中
消
火
活
動
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た

　

空
中
消
火
活
動
も
検
討
さ
れ
た
が
、「
屋

根
等
の
影
響
で
有
効
注
水
が
得
に
く
い
」、

「
落
水
の
衝
撃
で
家
屋
倒
壊
の
危
険
性
や
要

救
助
者
に
危
険
が
生
じ
る
」
な
ど
の
理
由

か
ら
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
積
極
的
活
用
が
必
要

　

災
害
時
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
高
速
性
や

機
動
性
は
救
急
搬
送
や
物
資
輸
送
な
ど
で

大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

た
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
積
極
的
活
用
と

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
い
つ
災
害
が
発
生
し
て
も
迅
速

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
夜
間
や
悪
天
候

時
に
も
出
動
で
き
る
態
勢
の
整
備
が
求
め

ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
災
害
直
後
の
救
出
現
場
で
は
、

生
き
埋
め
と
な
っ
た
被
災
者
の
声
を
聞
き

分
け
る
た
め
に
航
空
機
等
の
騒
音
発
生
を

禁
止
す
る
サ
イ
レ
ン
ト
タ
イ
ム
の
設
定
も

課
題
で
あ
る
。

○
空
中
消
火
活
動
も
効
果
的

　

火
災
現
場
が
広
範
に
及
ぶ
場
合
は
、
空

中
消
火
活
動
が
延
焼
防
止
の
観
点
か
ら
有

効
と
考
え
ら
れ
る
。
市
街
地
に
お
い
て
も

消
火
活
動
の
一
つ
と
し
て
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

を
活
用
で
き
る
条
件
や
課
題
等
を
検
討
し
、

実
現
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
整
備
が
進
む

　

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
整
備
は
急

速
に
進
み
、
平
成
20
年
４
月
現
在
で
、
45

都
道
府
県
で
72
機
と
な
っ
て
い
る
。

　

兵
庫
県
で
は
、
県
と
神
戸
市
が
保
有
す

る
３
機
の
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
一

体
的
に
運
航
し
、
常
時
２
機
が
活
動
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
震
災
後
の
９
年

度
か
ら
は
、
臨
時
離
着
陸
場
適
地
の
調
査

を
行
い
、
２
６
２
カ
所
（
20
年
12
月
現
在
）

を
指
定
し
、
当
該
施
設
管
理
者
の
受
け
入

れ
態
勢
も
整
っ
て
き
て
い
る
。

○
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
積
極
的
活
用
が
進
展

　

消
防
庁
で
は
、平
成
19
年
10
月
か
ら
「
消

防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
効
果
的
な
活
用

に
関
す
る
検
討
会
」
を
設
置
し
、
空
中
消

火
や
救
急
活
動
へ
の
活
用
、
夜
間
等
の
低

視
界
状
況
時
で
も
出
動
可
能
な
運
航
体
制

の
整
備
等
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

兵
庫
県
で
は
、
17
年
に
発
生
し
た
Ｊ
Ｒ

福
知
山
線
列
車
事
故
で
消
防
防
災
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
救
急
搬
送
を
展
開
し
た
ほ

か
、
19
年
７
月
か
ら
は
医
師
同
乗
に
よ
る

運
航
を
実
施
し
て
い
る
。

　

災
害
出
動
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
対
す
る
国
民
の
期
待
が

高
ま
る
中
、
さ
ら
な
る
効
果
的
な
活
用
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
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■ＪＲ福知山線列車事故におけ
る消防防災ヘリコプターでの
救急搬送

　阪神・淡路大震災では、震災当日のヘ
リコプターによる重症者の搬送は１人
であったが、この事故では10人を搬送
し、重症者の救命や搬送先の分散に貢献
した。

❖消防防災ヘリコプター
（読売新聞社）　

■阪神・淡路大震災におけるヘリコプターの活動

❖物資輸送 ❖応援ヘリコプターが集結したヘリポート
（神戸市消防局「阪神・淡路大震災　神戸市域における消防活動の記録」）

■消防防災ヘリコプターによる災害活動状況
　（平成11～19年）

（件）
7000

6000

5000

4000

2,937

6,349

3,167

1,720
1,238

224

975

839
192

平成11 12 13 14 15 16 17 18 19

火災 救助 救急 その他 合計

3000

2000

1000

0

（年）

931

（注）�｢その他｣とは､地震､風水害､大規模事故等における警戒､指揮支援､情
報収集等の調査収集等の調査活動並びに資機材及び人員搬送等､火災､
救助､救急出動以外の出動をいう。

（消防庁『平成20年版 消防白書』）

■消防防災ヘリコプターの効果的な活用に向けて

　消防庁では、平成19年10月から「消防防災ヘリコプターの効果
的な活用に関する検討会」を発足。次の内容について検討を進め
ている。

　①空中消火技術のより効果的な活用
　　・空中消火に適する市街地と火災の検討
　　・空中消火機材の検討
　　・安全かつ効果的な消火方法の検討　など
　②消防防災ヘリコプターの救急活動への積極的活用
　　・�消防防災ヘリコプターとドクターヘリコプターとの連携要

領の検討
　　・自治体相互の協力体制の検討　など
　③消防防災ヘリコプターの365日・24時間運航体制
　　・365日・24時間運航体制の中で対応する業務の検討
　　・夜間運航体制の方法等の検討
　　・�安全確保のための施策、事故防止に必要な装備・訓練等の検

討　など

❖ヘリコプターによる空中消火
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い
の
ち

（１）命を守ること、命を救うことの大切さ

情報の把握10
断片情報でも被害の全容を推測し、初動に生かす
　震災では、通信手段が途絶えて市町との連絡が十分に取れず、被
害の全容の把握が遅れた。大規模災害において被害の拡大を防ぐた
めには、断片的な情報でも被害状況の全体像を推測した上で、人命
救助要員の投入人数などを迅速に決めなければならない。そのため、
初動対応を支える防災情報システムを確立し、防災関係機関と共有
することが求められる。

何
が
あ
っ
た
か

○
市
町
と
の
通
信
手
段
が
途
絶
え
た

　

兵
庫
県
の
情
報
収
集
は
、
市
町
か
ら

の
被
害
報
告
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
主
力
と
な
る
電
話
回
線
が
ま

ひ
状
態
の
上
、
被
災
市
町
の
人
員
も
十

分
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
県
へ
の
報
告

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

非
常
通
信
手
段
と
し
て
の
衛
星
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
、
県
庁
内
の
自
家
発

電
装
置
が
発
電
不
能
と
な
り
、
一
時
的

に
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
。
機
能
回
復

後
も
、
通
信
手
段
を
使
い
こ
な
せ
な
い

職
員
も
い
た
。

○
被
害
の
全
容
把
握
に
時
間
を
要
し
た

　

市
町
や
警
察
と
は
断
続
的
に
連
絡
が

取
れ
た
が
、
入
っ
て
く
る
情
報
は
断
片

的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
被

災
エ
リ
ア
や
各
地
の
被
災
状
況
な
ど
被

害
の
全
容
が
つ
か
め
ず
、
直
後
の
意
思

決
定
や
対
応
に
時
間
を
要
し
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
被
災
規
模
が
大
き
い
と
情
報
が
入
ら

な
い

　

県
に
対
し
て
被
害
の
状
況
報
告
が
な

い
市
町
は
、
被
災
規
模
が
大
き
い
た
め

情
報
発
信
が
遅
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
市
町
か
ら
の
報
告
が
入
ら
な
い
場

合
は
、
報
告
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
職

員
を
派
遣
す
る
な
ど
県
が
独
自
に
情
報

を
収
集
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

○
断
片
的
情
報
で
も
被
害
の
全
容
を
推

測
し
た
上
で
対
応
す
る
こ
と
が
重
要

　

大
規
模
災
害
で
は
、
通
信
手
段
が
途

絶
え
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
が
つ
か
な

く
な
る
可
能
性
が
高
い
。
被
災
地
の
情

報
を
で
き
る
限
り
収
集
す
る
た
め
に

は
、
電
話
回
線
だ
け
で
は
な
く
、
複
数

の
情
報
収
集
ル
ー
ト
を
確
保
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
得
ら
れ
た
断

片
的
な
情
報
を
も
と
に
被
害
の
全
容
を

推
測
し
、
初
動
対
応
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

○
平
常
時
に
使
わ
な
い
通
信
手
段
は
い

ざ
と
い
う
と
き
に
役
に
立
た
な
い

　

複
数
の
通
信
手
段
が
あ
っ
て
も
、
そ

れ
を
使
い
こ
な
せ
な
け
れ
ば
役
に
立
た

な
い
。

　

平
常
時
か
ら
の
訓
練
・
研
修
な
ど
を

通
じ
、
通
信
手
段
を
使
い
こ
な
せ
る
よ

う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
防
災
シ
ス
テ
ム
の
整
備

　

兵
庫
県
で
は
、
迅
速
で
的
確
な
初
動

対
応
を
行
う
た
め
、
地
震
の
規
模
な
ど

か
ら
被
害
の
全
容
を
推
測
し
初
動
対
応

を
導
き
出
せ
る
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を

整
備
し
、
防
災
関
係
機
関
が
共
有
し
て

い
る
。
こ
の
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
防
災
シ

ス
テ
ム
」
の
有
効
活
用
に
よ
り
、
県
の

迅
速
な
意
思
決
定
と
初
動
対
応
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

○
多
様
な
情
報
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
構
築

　

被
災
情
報
を
収
集
す
る
た
め
に
は
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
テ
レ
ビ
電
送
シ
ス
テ

ム
、
テ
レ
ビ
電
話
シ
ス
テ
ム
、
ｗ
ｅ
ｂ

カ
メ
ラ
な
ど
多
様
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
持

つ
こ
と
が
不
可
欠
で
、
そ
の
整
備
が
進

み
つ
つ
あ
る
。



25

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ⅰ
い
の
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（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

被害予測システム
地震計等の情報から、被害規模を予測計算
気象及び地象観測情報の収集・被害情報の伝達共有

被害状況を予測

要員・物資などの需給推計

災害対応支援システム

各被災地ごとに、要員や物資等の必要数の推計
広域応援を求めるべき範囲の把握

災害発生

広域応援の要請等

■災害時におけるフェニックス防災システムの運用

□フェニックス防災システム
　あらゆる災害に迅速に対応する
ため、災害情報や気象観測情報の収
集・提供、被害予測等の機能を備え
た実践的システムとして運用。
　インターネットや携帯電話を利
用し、県民にも情報を提供（ひょう
ご防災ネット）。

□ヘリコプターテレビ電送システム
　被災地等の状況をリアルタイム
に把握するため、県消防防災ヘリコ
プターに搭載した機上撮影装置か
らのテレビ電送映像を県災害対策
センターで受信。

□テレビ電話システム
　災害発生時、テレビ電話を用い
て、県と各市町の災害対策本部等と
の間で情報交換を実施。

兵庫の取り組み

　

新
潟
県
中
越
地
震
で
は
、山
間
地
で
孤
立
集
落
が
多
数
発
生
し
た
。

　

小
千
谷
市
塩
谷
地
域
で
は
、道
路
が
寸
断
さ
れ
、固
定
電
話
・
携
帯
電

話
が
不
通
と
な
っ
た
。住
民
が
自
力
で
市
街
地
の
消
防
本
部
ま
で
駆
け

付
け
て
救
助
要
請
を
行
い
、初
め
て
大
き
な
被
害
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。  

【
新
潟
で
の
取
り
組
み
】
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い
の
ち

（１）命を守ること、命を救うことの大切さ

被災者への情報提供11
ニーズに応えた的確な情報提供が、被災者の
不安を和らげる
　被災者が求める情報は、震災直後の安否情報に始まり、交通情報、
住宅情報、生活支援情報と時間の経過とともにめまぐるしく変化して
いった。その時々のニーズに応じた的確な情報を、多様な手段で提供
することが被災者の不安を和らげ、自立にもつながる。

何
が
あ
っ
た
か

○
強
く
求
め
ら
れ
た
安
否
情
報

　

震
災
後
の
数
日
間
は
、
被
災
地
域
は

も
と
よ
り
全
国
各
地
か
ら
、
被
災
地
域

に
住
む
人
々
の
安
否
を
確
認
す
る
た
め

の
情
報
が
強
く
求
め
ら
れ
た
。
し
か

し
、
そ
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
仕
組
み

が
十
分
に
は
整
っ
て
い
な
か
っ
た
。

○
報
道
機
関
が
被
災
地
内
外
に
情
報
発
信

　

報
道
機
関
は
大
量
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
取
材
活
動
を
基
に
、
被
災
者
や
被
災

地
の
実
態
を
き
め
細
か
く
伝
え
、
全
国

民
の
関
心
を
被
災
地
に
集
中
さ
せ
た
。

　

一
方
、
被
災
地
に
向
け
て
は
、「
災

害
時
に
お
け
る
放
送
要
請
に
関
す
る
協

定
」
に
基
づ
き
地
元
放
送
局
が
安
否
情

報
や
生
活
情
報
を
発
信
。
全
国
初
の
災

害
情
報
局
と
し
て
臨
時
災
害
Ｆ
Ｍ
放
送

局
（
復
興
通
信
Ｆ
Ｍ
７
９
６
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
）
も
開
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
新
聞

も
紙
面
に
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
被

災
者
向
け
情
報
を
連
日
掲
載
し
た
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
外
国
人
県
民
に
情

報
提
供

　

メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
は
情
報
が
届
き
に

く
い
被
災
者
の
た
め
に
、
情
報
を
提
供

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
誕
生
し
た
。
と

り
わ
け
外
国
人
県
民
に
対
し
て
は
、
外

国
人
地
震
情
報
セ
ン
タ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
放
送
局
「
Ｆ
Ｍ
わ
ぃ
わ
ぃ
」
が
多

言
語
で
の
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
だ
。

学
ん
だ
こ
と

○
多
様
な
手
段
で
の
情
報
提
供
が
必
要

　

安
否
情
報
や
交
通
情
報
な
ど
情
報
の

種
類
に
応
じ
て
、
き
め
細
か
く
住
民
に

伝
達
で
き
る
多
様
な
手
段
の
開
発
・
活

用
が
必
要
で
あ
る
。

○
従
来
の
手
法
に
よ
る
情
報
伝
達
も
効

果
的

　

災
害
直
後
に
は
、
被
災
者
が
張
り
紙

を
残
し
て
避
難
先
を
伝
え
る
方
法
や
、

行
政
な
ど
の
被
災
者
向
け
情
報
を
掲
示

板
に
張
り
出
す
方
法
も
効
果
的
で
あ
る
。

○
情
報
が
必
要
な
人
ほ
ど
受
信
力
は
弱
い

　

高
齢
者
や
障
害
者
、
外
国
人
県
民
な

ど
支
援
情
報
を
必
要
と
す
る
人
ほ
ど
入

手
で
き
る
情
報
が
少
な
か
っ
た
り
、
内

容
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
場
合

が
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
情
報
弱
者
に

対
す
る
き
め
細
か
な
支
援
策
が
必
要
で

あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
多
様
な
情
報
提
供
手
段
を
開
発

　

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
機
能
を
利
用
し

て
地
震
情
報
や
避
難
情
報
と
い
っ
た
災

害
緊
急
情
報
を
提
供
す
る
「
ひ
ょ
う
ご

防
災
ネ
ッ
ト
」
な
ど
、
新
た
な
情
報
伝

達
方
法
が
開
発
さ
れ
た
。
ま
た
、
災
害

発
生
時
に
県
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
関

係
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ン
ク
さ

せ
、
県
か
ら
の
情
報
を
総
合
的
に
提
供

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

安
否
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
の
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
ほ

か
、
国
民
保
護
体
制
の
整
備
の
際
に
国

が
開
発
し
た
安
否
情
報
シ
ス
テ
ム
を
災

害
発
生
時
に
活
用
す
る
こ
と
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。

○
情
報
弱
者
対
策
の
広
が
り

　

各
都
道
府
県
に
手
話
通
訳
セ
ン
タ
ー

の
開
設
が
進
む
と
と
も
に
、
盲
ろ
う
者

へ
の
通
訳
・
介
助
員
の
派
遣
な
ど
災
害

時
を
含
め
た
支
援
体
制
の
確
立
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
外
国
人
へ
の
情
報
提
供
に
つ

い
て
も
カ
ナ
ダ
を
は
じ
め
各
国
の
領
事

館
で
は
、
災
害
時
等
に
自
国
民
向
け
に

情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
電
子
メ
ー
ル

の
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
て
い
る
ほ
か
、

近
畿
圏
２
府
４
県
３
政
令
市
の
国
際
交

流
協
会
が
、
大
規
模
災
害
時
に
外
国
人

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
な
ど
、
情
報
弱
者
を
支
援

す
る
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
。
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Ⅰ
い
の
ち

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

■災害用伝言ダイヤル１７１

　災害時には、「171」をダイヤルすれば、伝言の録音・再生を行うことができ
るようになった。 

忘れてイナイ（１７１）？　　災害伝言　　１ ７ １
などと覚えてください

ＮＴＴ西日本ＨＰ　http://www.ntt-west.co.jp/dengon/way/index.htm

❖臨時電話に長蛇の列
（神戸新聞社提供）

❖消息を知らせるメッセージ、
たずね人の告知､生活情報等
を掲示（神戸新聞社提供）

■コミュニティＦＭの広がり
　震災では被災者への情報提供専門の臨時災害ＦＭ局「復興通信ＦＭ796フェニックス」が開局したが、有珠山噴火の際
に開局した「ＦＭレイクトピア」、新潟県中越・中越沖地震での「ＦＭながおか」、「柏崎コミュニティ放送」などが被災者へ
の情報提供で活躍した。

■震災直後の避難所

兵庫の取り組み

□�緊急情報伝達シ
ステムの整備
　携帯電話のメー
ル機能等を利用し
て、県民に直接緊急
情報を発信する
「ひょうご防災ネッ
ト」（平成17年度～）
や、外国人県民に対
して、英語、韓国・朝
鮮語、中国語など５
言語で発信する
「ひょうごＥネッ
ト」（18年度～）を運
用。

緊急時
災害発生時

避難勧告
発令など
避難情報

地震発生時の
震度情報

豪雨時の
洪水警報など
気象情報

外国人向けに英語、韓国・朝鮮語、中国語、ポル
トガル語、ベトナム語で情報発信
聴覚障害者向けに生活情報も含めて情報発信
その他、災害時等いざという時に役立つ情報
を発信
登録はhttp://bousai.net/から

｝
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い
の
ち

（１）命を守ること、命を救うことの大切さ

災害直後の要援護者の救出・避難支援12
地域コミュニティの力で、要援護者の支援にあたる
　震災では、高齢者や障害者、外国人など、必要な情報の把握や避難などの
災害時の行動に支援を要する「災害時要援護者」といわれる人々への支援の
あり方について、多くの課題が明らかになった。近年の自然災害では高齢者
の被害が大きな割合を占めており、要援護者支援の強化は重要な課題となっ
ている。要援護者の所在情報などを民生・児童委員や自主防災組織などと共
有し、安否確認や救出のための事前準備を徹底しておく必要がある。

何
が
あ
っ
た
か

○
要
援
護
者
に
大
き
な
被
害
が
発
生

　

震
災
に
よ
る
兵
庫
県
内
の
死
者
の
う

ち
、
約
半
数
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

だ
っ
た
。
ま
た
、
避
難
所
や
在
宅
の
要

援
護
者
の
安
否
確
認
や
状
況
把
握
が
困

難
だ
っ
た
た
め
、
本
格
的
な
支
援
ま
で

に
は
時
間
が
か
か
っ
た
。

　

平
成
16
年
台
風
第
23
号
災
害
で
も
、

兵
庫
県
内
の
死
者
26
人
の
う
ち
高
齢
者

が
半
数
を
占
め
て
い
た
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
救
出
活
動
に
威
力

を
発
揮

　

旧
北
淡
町
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ

な
が
り
が
非
常
に
強
か
っ
た
。「
あ
の
家

の
お
じ
い
さ
ん
は
、
奥
の
八
畳
の
間
に

寝
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
ま
で

互
い
に
知
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
消
防

団
員
や
近
所
の
人
た
ち
が
迅
速
な
救
出

活
動
を
展
開
。
震
災
当
日
の
夕
方
に
は
、

町
内
全
域
の
安
否
確
認
を
終
了
し
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
地
域
で
の
情
報
共
有
が
重
要

　

災
害
時
に
要
援
護
者
の
救
出
や
安
否

確
認
、
避
難
支
援
を
的
確
に
行
う
た
め

に
は
、
普
段
か
ら
要
援
護
者
の
所
在
情

報
な
ど
を
把
握
し
、
避
難
支
援
対
象
者

名
簿
を
作
成
し
て
関
係
機
関
で
情
報
を

共
有
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
要
援
護
者
へ
の
支
援
体
制
の
構
築
が

必
要

　

民
生
・
児
童
委
員
や
身
体
障
害
者
相

談
員
等
地
域
で
福
祉
に
携
わ
る
関
係
者

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
治
会
や
自
主

防
災
組
織
な
ど
地
域
住
民
が
普
段
か
ら

相
互
に
連
携
し
、
迅
速
に
要
援
護
者
の

安
否
確
認
や
避
難
支
援
な
ど
が
行
え
る

体
制
を
構
築
し
、
訓
練
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
災
害
時
の
避
難
先
に

つ
い
て
は
、
福
祉
避
難
所
な
ど
要
援
護

者
に
配
慮
し
た
避
難
先
を
指
定
し
て
お

く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
誰
が
誰
を
ど
こ
へ
の
役
割
分
担
構
築
を

　

平
成
16
年
に
は
新
潟
・
福
島
豪
雨
、

福
井
豪
雨
、
台
風
第
23
号
な
ど
の
水
害

が
相
次
ぎ
、
全
国
的
に
数
多
く
の
要
援

護
者
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
内
閣
府
で
は
、
要
援
護

者
の
避
難
支
援
計
画
や
、
避
難
所
で
の

支
援
の
あ
り
方
、福
祉
避
難
所
（
⑵
⑱
、

⑶
�
参
照
）
の
設
置
・
活
用
促
進
を
盛

り
込
ん
だ
「
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難

支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
、
要
援

護
者
支
援
体
制
の
整
備
促
進
を
図
っ
て

い
る
。

　

こ
れ
を
受
け
、
要
援
護
者
名
簿
や
避

難
マ
ッ
プ
づ
く
り
、
要
援
護
者
一
人
ひ

と
り
に
複
数
の
避
難
支
援
者
を
定
め
る

こ
と
な
ど
、
具
体
的
な
支
援
内
容
を
記

載
し
た
「
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」
づ
く
り

な
ど
の
取
り
組
み
が
全
国
の
自
治
体
で

進
め
ら
れ
て
い
る
。
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Ⅰ
い
の
ち

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

■災害時要援護者とは…
　いわゆる「災害時要援護者」とは、必要な情報を迅
速かつ的確に把握し、災害から自らを守るために安
全な場所に避難するなどの災害時の一連の行動をと
るのに支援を要する人々をいい、一般的に高齢者、障
害者、外国人、乳幼児、妊婦等があげられている。
�（内閣府「災害時要援護者の避難支援ガイドライン」）

■個人情報と避難支援の問題
　災害時要援護者支援には、要援護者の住所等の情
報を地域で共有し、避難支援体制を整備する必要が
ある。
　地方公共団体における個人情報の取り扱いは、各
団体の個人情報保護条例により定めることとなって
いることから、個人情報保護条例を適切に運用し、行
政が有する要援護者情報の避難支援のための利用
や、自主防災組織等第三者への提供に積極的に取り
組むことが望まれる。

■災害時要援護者避難支援のイメージ

（兵庫県「災害時要援護者支援指針」）

地　震

警察
消防

個
人
情
報
保
護
条
例
へ
の
明
記

避
難
支
援
対
象
者
名
簿
の
作
成

名
簿
を
地
域
に
提
供

地
域
支
援
組
織
の
整
備

要
援
護
者
一
人
ひ
と
り
に
複
数
の
避
難
支
援
者
を
選
任

避
難
支
援
を
実
施

避
難
支
援
を
実
施

避
難
勧
告
・

　

避
難
指
示
発
令

避
難
勧
告
・

　

避
難
指
示
発
令

避
難
準
備
情
報
発
表

　
　

＝
避
難
準
備
開
始

災
害
発
生

災
害
発
生

（
未
確
認
者
が
い
た
場
合
）要

請
に
よ
り
救
助

地
域
避
難
支
援
計
画
の
策
定

(

対
象
者
一
人
ひ
と
り
の

計
画
も
明
確
化
）

（
自
主
防
災
組
織
、民
生・

児
童
委
員
等
を
中
心
に
）

（
要
援
護
者
の
個
人
情
報
を
災
害
時
の
避
難
支
援
の
た
め

に
目
的
外
利
用・第
三
者
提
供
で
き
る
旨
を
明
記
）

台風・水害等

　

輪
島
市
門
前
町
で
は
、普
段
か
ら
要
援
護
者
マ
ッ
プ
を
活

用
し
て
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
た
。能
登
半
島
地
震
の
時

も
、こ
の
マ
ッ
プ
に
基
づ
き
民
生
・
児
童
委
員
ら
が
安
否
確

認
を
行
い
、地
震
発
生
後
５
時
間
程
度
で
す
べ
て
の
高
齢
者

の
安
否
が
確
認
で
き
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、民
生
・
児
童
委
員
が
要
援
護
者

マ
ッ
プ（
通
称「
福
祉
マ
ッ
プ
」）を
毎
年
更
新
し
、社
会
福
祉

協
議
会
と
市
健
康
福
祉
課
と
の
間
で
共
有
し
て
き
た
成
果

で
あ
る
。  

【
石
川
で
の
取
り
組
み
】

□災害時要援護者支援指針の策定
　災害時要援護者に対する情報提供や避難支援体制の整備、
福祉避難所のあり方などをまとめた指針と、市町モデルマ
ニュアルを作成して県内の市町での取り組みの促進を図って
いる。

□市町における取り組み
　豊岡市や西脇市などでは、平成16年の台風第23号災害の経
験を踏まえ、本人の同意を得て要援護者の情報を地域で共有
する取り組みが進められている。

兵庫の取り組み
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い
の
ち

（１）命を守ること、命を救うことの大切さ

行政と報道機関13
相互の信頼関係で、適時適切な情報提供を
　震災では、初動時に行政による情報収集が機能せず、報道機関への対応も十
分ではなかった。住民に迅速、的確に情報を提供するためには、災害に対応す
る行政と被災地内外に情報を伝える報道機関が普段から理解を深めるとともに、
報道対応窓口の一元化などのルールを定めておく必要がある。災害時には、そ
れぞれの使命を果たしつつ適時適切に情報を提供していくことが求められる。

何
が
あ
っ
た
か

○
行
政
と
報
道
機
関
の
間
で
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生

　

震
災
初
期
、
県
や
市
町
で
は
被
災
情
報

を
迅
速
に
把
握
、
発
表
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
情
報
が
入
り
始
め
る
と
内
容
の

錯さ
く
そ
う綜
が
生
じ
た
。

　

報
道
機
関
は
、
行
政
か
ら
の
情
報
が
乏

し
い
中
、
各
社
と
も
大
量
の
ス
タ
ッ
フ
を

投
入
し
独
自
の
取
材
活
動
を
展
開
。
そ
の

内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
被
災
者
等
へ
の

情
報
提
供
に
威
力
を
発
揮
し
た
が
、
一
方

で
被
災
者
の
心
情
へ
の
配
慮
を
欠
い
た
取

材
活
動
も
見
受
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
時
間

が
た
つ
に
つ
れ
、
被
災
地
と
首
都
圏
で
は

報
道
量
が
大
き
く
異
な
り
、
温
度
差
が
指

摘
さ
れ
た
。

　

行
政
と
報
道
機
関
の
間
で
は
「
情
報
提

供
が
遅
く
報
道
対
応
が
で
き
て
い
な
い
」

「
報
道
陣
が
入
れ
替
わ
り
押
し
寄
せ
緊
急
・

復
旧
業
務
に
支
障
を
来
し
た
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
。
報
道
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
の
騒
音
が
人
命
救
助
活
動
の

妨
げ
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

○
行
政
と
報
道
機
関
が
協
力
し
て
情
報
提
供

　

県
は
「
災
害
時
に
お
け
る
放
送
要
請
に

関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
サ

ン
Ｔ
Ｖ
、
Ａ
Ｍ
神
戸
、
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ―

Ｆ
Ｍ

に
放
送
を
要
請
。
生
活
情
報
を
中
心
に
延

べ
２
１
２
回
放
送
さ
れ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
協

力
を
得
て
、
災
害
放
送
専
用
の
臨
時
Ｆ
Ｍ

放
送
局
も
開
設
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
全
国
紙
５
紙
と
神
戸
新
聞
の
協

力
に
よ
り
、
２
月
12
日
、
国
内
外
か
ら
の

義
援
金
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
県
民

の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
知
事
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
掲
載
、一
層
の
支
援
を
要
請
し
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
行
政
と
報
道
機
関
の
信
頼
関
係
が
重
要

　

行
政
機
関
は
、
災
害
時
に
報
道
機
関
の

機
能
が
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
報

道
対
応
窓
口
の
一
元
化
や
報
道
関
係
室
の

開
設
、
定
時
会
見
の
実
施
な
ど
情
報
発
信

の
仕
組
み
を
事
前
に
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

報
道
機
関
側
に
は
、
救
助
活
動
等
行
政

機
関
の
災
害
対
応
の
円
滑
な
実
施
に
も
配

慮
し
た
取
材
活
動
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の

た
め
、
応
援
に
入
る
取
材
人
員
の
管
理
、

発
災
直
後
の
問
い
合
わ
せ
の
集
中
や
災
害

対
応
時
の
事
務
室
等
へ
の
立
ち
入
り
の
自

制
、
サ
イ
レ
ン
ト
タ
イ
ム
の
設
定
な
ど
緊

急
業
務
に
支
障
を
来
さ
な
い
方
策
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

○
ト
ッ
プ
に
よ
る
語
り
掛
け
で
住
民
に
安
心
感

　

震
災
翌
日
の
18
日
未
明
、
報
道
機
関
の

協
力
の
下
、
知
事
が
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
を

通
じ
て
災
害
復
旧
の
取
り
組
み
、
命
を
守

る
余
震
対
策
な
ど
を
直
接
県
民
に
語
り
掛

け
た
。
大
規
模
災
害
で
は
、
情
報
の
空
白

期
が
生
ま
れ
被
災
者
に
不
安
が
募
る
こ
と

を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
ト
ッ
プ
が
生
の

声
で
住
民
に
語
り
掛
け
安
心
感
を
与
え
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
災
害
広
報
は
重
要
な
災
害
対
応
業
務
に

　

震
災
以
降
、
県
で
は
報
道
機
関
と
の
関

係
を
強
化
す
る
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
。
各

自
治
体
の
地
域
防
災
計
画
で
も
、
災
害
広

報
を
重
要
な
業
務
と
位
置
付
け
、
報
道
機

関
な
ど
へ
の
積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

災
害
時
な
ど
に
、
情
報
が
迅
速
か
つ
的

確
に
報
道
さ
れ
る
よ
う
、
情
報
の
集
約
、

発
信
の
一
元
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
行

政
と
報
道
機
関
が
相
互
理
解
を
深
め
、
情

報
発
信
内
容
や
方
法
、
対
応
体
制
等
に
つ

い
て
十
分
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

○
災
害
報
道
に
関
す
る
情
報
開
示
と
個
人

情
報
の
関
係

　

個
人
情
報
保
護
に
係
る
法
整
備
等
が
進

む
な
か
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
列
車
事
故
な
ど

で
は
、
報
道
機
関
へ
の
安
否
情
報
の
提
供

の
あ
り
方
が
問
題
と
な
っ
た
。
兵
庫
県
個

人
情
報
保
護
審
議
会
答
申
で
は
、
個
人
情

報
に
つ
い
て
、
県
民
等
に
知
ら
せ
る
こ
と

が
公
益
上
必
要
で
あ
り
、
本
人
の
権
利
利

益
を
侵
害
す
る
恐
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
は
報
道
機
関
に
情
報
提
供
で
き

る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
の
範
囲
、
内

容
等
に
つ
い
て
、
行
政
と
報
道
機
関
で
十

分
検
討
を
深
め
、
個
人
情
報
保
護
に
よ
る

利
益
と
公
益
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
つ
つ
、

迅
速
、
的
確
な
情
報
開
示
に
努
め
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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Ⅰ
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（1）
救
命
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（2）
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確
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（3）
生
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建

（4）
産
業
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
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づ
く
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（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

■災害時の報道対応の主なポイント

（兵庫県広報課）

　この日はパソコンも机の上から
落下し、プリンターとのケーブル
も引きちぎれて、とても使えな
かったため、当然手書きである。
　当日12時時点で、県災害対策本
部が把握していた死者は200人、行
方不明331人以上となっており、両
者をあわせても531人と、発災から
６時間が経過しても、状況把握は
この程度であった。当時の混乱を
窺い知る資料の一つである。

■兵庫県における災害時の報道機関との関係を強化する対策
①　取材対応と情報発信について定めた危機管理広報マニュアルの作成

②　災害時における広報体制の整備（災害広報責任者や本部事務局広報班等）

③　災害対策センター内での報道関係室の設置

④　ラジオ関西の既設専用回線の活用による県庁からの防災情報の発信

⑤　放送協定締結先の拡大や報道要請に関する協定の締結　　　　　　　　など

■報道対応窓口の一元化
　�　災害対応の方針決定にかかわるような重要な情
報は、報道対応の責任者が集約して対応するととも
に、報道対応窓口を明確にして一元的な対応に努め
る必要がある。

■報道関係室の開設
　�　大規模災害時に、県内外の記者へ効率的に情報提
供できるよう、机上臨時電話等を配備した報道機関
用のスペースを確保する必要がある。また、行政の
応急・復旧業務に支障を来さないよう、状況に応じ
て事務室等への入室を制限するなど適切に対応す
る必要がある。

■定例会見等の実施
　�　災害情報をタイムリーに報道機関に提供すると
ともに、災害対策本部会議後に、広報責任者等によ
る記者会見を定例的に行うなど、適時適切に対応す
る必要がある。

■被災者の個人情報への配慮
　�　安否情報の公表に当たっては、個人情報保護条例
を踏まえ、個人情報保護と公益の両面から、内容や
方法等について十分検討のうえ、対応する必要があ
る。

■阪神・淡路大震災当日の記者発表資料
　震災当日、行政は多くの被災情報を入手できず、公表できなかった
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い
の
ち

（１）命を守ること、命を救うことの大切さ

救援物資14

何
が
あ
っ
た
か

○
不
眠
不
休
で
仕
分
け
・
分
配
作
業

　

被
災
地
に
は
救
援
物
資
を
積
ん
だ
ト

ラ
ッ
ク
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
。

ま
た
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
物
資
を
届
け

る
場
合
も
あ
っ
た
。

　

兵
庫
県
で
は
、
物
資
の
保
管
基
地
を

順
次
４
カ
所
開
設
し
、
荷
物
を
降
ろ
し

て
品
目
ご
と
に
仕
分
け
る
作
業
や
、
各

避
難
所
へ
の
分
配
作
業
に
追
わ
れ
た
。

作
業
に
は
、
県
や
市
町
の
職
員
、
消
防

団
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
連
日
不

眠
不
休
で
取
り
組
ん
だ
。

○
被
災
地
ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
い
善
意

　

救
援
物
資
の
中
に
は
、
被
災
地
ニ
ー

ズ
と
合
致
し
て
い
な
い
も
の
も
見
ら
れ

た
。
一
つ
の
梱
包
に
何
種
類
も
の
品
物

が
入
っ
て
い
た
り
、
使
い
古
し
や
汚
れ

た
衣
類
（
ボ
ロ
）、
消
費
期
限
切
れ
の

食
料
品
が
あ
っ
た
り
し
て
選
別
に
手
間

取
り
、
効
率
的
に
管
理
す
る
こ
と
が
難

し
か
っ
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
が
必
要

　

膨
大
な
救
援
物
資
を
ト
ラ
ッ
ク
や
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
搬
入
し
、
避
難
所
ご
と

に
仕
分
け
し
た
上
で
、
あ
ら
た
め
て
搬

出
す
る
に
は
、
屋
根
の
あ
る
広
大
な
作

業
ヤ
ー
ド
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た

め
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
機
能
を
持
つ
保
管
基

地
を
ど
こ
に
す
る
か
に
つ
い
て
、
被
災

地
外
で
の
基
地
の
設
置
も
含
め
、
あ
ら

か
じ
め
想
定
し
準
備
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

　

ま
た
、
物
流
を
支
え
る
運
送
事
業

者
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
関
係
機
関
と
も
平
常
時
か
ら

調
整
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

○
送
り
手
側
も
受
け
手
側
へ
の
配
慮
が

必
要

　

救
援
物
資
は
善
意
に
よ
る
も
の
と
は

い
え
、
被
災
者
に
配
布
で
き
な
い
物
資

が
送
ら
れ
る
と
、
仕
分
け
や
廃
棄
処
分

な
ど
受
け
入
れ
る
被
災
地
へ
の
影
響
は

大
き
い
。
送
り
手
側
に
は
、
真
に
必
要

な
物
資
を
提
供
す
る
と
い
う
配
慮
が
求

め
ら
れ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
救
援
物
資
に
関
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
を

　

度
重
な
る
地
震
災
害
を
経
験
し
、
国

で
は
、
緊
急
物
資
の
備
蓄
や
調
達
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
整
理
。
物
資
が
効
率

的
に
避
難
所
に
配
布
さ
れ
る
よ
う
、
Ｉ

Ｔ
を
活
用
し
た
輸
送
体
制
の
整
備
も
含

め
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
検
討
の
中
で
、
救
援
物
資
に
つ

い
て
は
、
被
災
地
ニ
ー
ズ
に
合
う
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
い

も
の
よ
り
も
、
義
援
金
に
よ
る
支
援
を

行
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
啓
発
す
る
必

要
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
新
潟
県
中

越
地
震
を
経
験
し
た
長
岡
市
の
よ
う

に
、
救
援
物
資
を
受
け
入
れ
な
い
方
針

を
決
め
た
自
治
体
も
出
て
い
る
。

　

ま
た
、
救
援
物
資
の
申
し
出
が
あ
っ

た
場
合
、
ま
ず
登
録
を
行
い
、
後
日
あ

ら
た
め
て
受
け
入
れ
に
つ
い
て
案
内
す

る
方
法
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

救
援
物
資
に
関
し
て
は
、
今
後
、
社

会
的
な
ル
ー
ル
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。

ニーズに合った救援物資が、真の支援に結び付く
　震災では、全国から多数の救援物資が届けられ、被災者の避難生
活を支えた。しかし、救援物資の受け入れや仕分け、輸送などの体
制が整っていなかったため、配布には多大な労力を必要とした。そ
の後の自然災害の被災地の中には、一般からの救援物資を受け入れ
ない方針を示す自治体もある。寄せられた善意を生かすためには、
救援物資に関する社会的なルールづくりが求められている。
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Ⅰ
い
の
ち

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

❖ヘリコプターで救援物資を運搬

❖全国から集まったたくさんの救援物資

❖救援物資の仕分け・配布にあたるボラン
ティア� （厚生労働省）

❖高速道路が寸断されたため、幹線道路には救
援物資を運ぶ車があふれた（神戸新聞社提供）

■救援物資の受け入れ

　

新
潟
県
中
越
地
震
で
は
、長
岡
市
に
災
害
用
無
料
ゆ
う
パ
ッ
ク
で
、全

国
か
ら
約
４
万
６
０
０
０
個
も
の
救
援
物
資
の
提
供
が
あ
っ
た
。３
カ

所
の
体
育
館
満
杯
の
物
資
は
、避
難
所
や
希
望
者
に
配
布
し
た
が
、そ
れ

で
も
１
カ
所
相
当
分
は
残
り
、そ
の
ほ
と
ん
ど
は
古
着
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
経
験
を
踏
ま
え
、長
岡
市
で
は
、救
援
物
資
の
保
管
と
配
布

は
、被
災
地
に
と
っ
て
大
変
な
負
担
で
あ
る
こ
と
か
ら
、地
域
防
災
計
画

を
改
訂
し
、「
当
面
は
、災
害
発
生
直
後
に
お
け
る
救
援
物
資
は
受
け
入

れ
な
い
こ
と
と
す
る
」と
明
記
し
た
。

 

【
新
潟
で
の
取
り
組
み
】

□三木総合防災公園（全県拠点）
　平常時は、県民のスポーツ・レクリエーションや防
災の教育・人材育成の場として使用し、災害発生時は
県内の広域防災拠点の中核施設として、①被災者用物
資・資機材、救助用資機材等の備蓄機能、②救援物資の
集積・配送拠点機能、③応急活動要員の集結・宿泊拠点
機能を発揮する。

□広域防災（ブロック）拠点
　県内各ブロック内の災害対応拠点として、①被災者
用物資等の備蓄機能、②救援物資の集積・配送拠点機
能、③応急活動要員の集結・宿泊拠点機能を備えた広
域防災（ブロック）拠点を整備している。

兵庫の取り組み

但馬

丹波

西播磨

淡路

阪神南

三木総合
防災公園

【広域防災拠点】
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い
の
ち

（１）命を守ること、命を救うことの大切さ

ライフライン・交通インフラ15
都市基盤の回復が、復興の第一歩に
　震災では、ライフラインは寸断され、道路、鉄道、コンテ
ナ埠頭などの交通インフラは機能停止に陥った。これにより、
一刻を争う救出救助活動や消火活動、病院での医療活動は大
きな支障を来し、被害拡大の一因にもなった。都市基盤の早
期復旧は、被災地の復興への第一歩であり、災害に強い都市
基盤の整備が求められる。

何
が
あ
っ
た
か

○
被
災
地
は
大
変
な
交
通
渋
滞
が
発
生

　

道
路
構
造
物
の
損
壊
や
倒
壊
家
屋
な

ど
で
避
難
路
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
り
、

避
難
車
両
な
ど
の
増
加
に
よ
り
各
地
で

交
通
渋
滞
が
発
生
し
、
救
出
救
助
活
動

な
ど
の
妨
げ
と
な
っ
た
。

　

緊
急
通
行
車
両
の
通
行
路
や
緊
急
物

資
の
輸
送
路
を
確
保
す
る
た
め
に
交
通

規
制
が
行
わ
れ
、
物
資
輸
送
車
両
な
ど

に
は
規
制
除
外
の
標
章
が
交
付
さ
れ
た
。

し
か
し
、
大
量
交
付
さ
れ
た
こ
と
や
、

標
章
偽
造（
変
造
）の
横
行
な
ど
も
あ
り
、

交
通
渋
滞
の
解
消
は
困
難
で
あ
っ
た
。

○
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
工
事
に
連
携
不
足

　

地
上
に
あ
る
電
線
は
大
き
な
被
害
を
受

け
た
。地
下
埋
設
物
も
一
旦
被
災
す
る
と
、

被
災
個
所
の
特
定
は
困
難
を
極
め
た
。
全

国
の
関
係
事
業
者
が
応
援
に
駆
け
付
け
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
短
期
間
の
う
ち
に
復
旧

す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
応
援
隊
に
よ
っ

て
管
や
継
ぎ
手
の
仕
様
に
違
い
が
あ
る
な

ど
連
携
不
足
も
見
ら
れ
た
。

○
二
次
災
害
が
懸
念
さ
れ
た
復
旧
活
動

　

ガ
ス
管
の
破
損
に
よ
る
ガ
ス
漏
れ
の

ほ
か
、
六
甲
山
系
の
土
砂
崩
壊
、
堤
防

の
沈
下
や
ひ
び
割
れ
な
ど
に
よ
る
二
次

災
害
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
復
旧
活
動
が

続
け
ら
れ
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
緊
急
輸
送
ル
ー
ト
の
確
保
が
重
要

　

緊
急
・
応
急
対
策
を
迅
速
に
行
う
に
は
、

救
出
救
助
活
動
や
消
火
活
動
の
た
め
の
資

機
材
や
人
員
、
緊
急
物
資
な
ど
を
ス
ム
ー

ズ
に
輸
送
で
き
る
よ
う
、
道
路
、
港
湾
、

鉄
道
な
ど
交
通
機
能
を
一
刻
も
早
く
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
道
路
は
、
あ
ら

か
じ
め
緊
急
交
通
路
を
指
定
し
、
住
民
に

周
知
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
災
害
時
の
早
期
復
旧
と
災
害
に
強
い

都
市
基
盤
の
整
備
が
必
要

　

早
期
に
復
旧
工
事
に
着
手
で
き
る
よ

う
、
被
災
地
域
外
の
事
業
者
と
の
応
援
体

制
を
あ
ら
か
じ
め
確
立
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
交
通
イ
ン
フ

ラ
の
被
害
が
少
な
け
れ
ば
、
そ
の
後
の
復

旧
・
復
興
が
進
み
や
す
く
な
る
こ
と
か
ら
、

災
害
に
強
い
都
市
基
盤
の
構
築
を
目
指

し
、
耐
震
化
を
は
じ
め
、
電
線
類
や
地
下

埋
設
管
な
ど
の
共
同
溝
、
代
替
機
能
の
確

保
な
ど
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

○
迅
速
で
的
確
な
二
次
災
害
対
策
が
重
要

　

被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
被

災
状
況
の
的
確
な
把
握
は
も
と
よ
り
、

土
砂
崩
壊
対
策
、
堤
防
な
ど
の
漏
水
・

補
強
対
策
な
ど
、
迅
速
な
二
次
災
害
対

策
が
必
要
で
あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
緊
急
時
の
交
通
機
能
の
確
保
が
進
む

　

緊
急
通
行
車
両
の
み
通
行
で
き
る
緊

急
交
通
路
を
指
定
し
、
予
告
標
識
の
掲

示
な
ど
で
周
知
す
る
取
り
組
み
が
広
が

り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
規
制
除
外
車
両

用
の
標
章
に
つ
い
て
は
、偽
造
（
変
造
）

で
き
な
い
よ
う
ホ
ロ
グ
ラ
ム
仕
様
と

し
、
標
章
制
度
の
適
正
な
運
用
を
図
る

こ
と
で
、
災
害
時
の
円
滑
な
交
通
確
保

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。　

　

こ
れ
に
加
え
て
、
交
通
規
制
の
実
施

や
、
自
動
車
の
使
用
自
粛
に
関
し
て
社

会
的
な
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

被
災
地
で
求
め
ら
れ
た
、
災
害
時
に

お
け
る
地
域
の
防
災
機
能
を
確
保
す
る

道
路
と
し
て
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に

よ
り
、
山
手
幹
線
（
大
阪
府
境
～
神
戸

市
長
田
区
ま
で
約
30
㌔
）
な
ど
の
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

○
災
害
に
備
え
た
復
旧
体
制
や
基
盤
整

備
が
進
展

　

電
気
や
ガ
ス
な
ど
で
は
、
事
業
者
団

体
に
よ
り
災
害
に
備
え
た
連
携
体
制
が

全
国
的
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
兵
庫
県

で
も
、
県
内
の
全
市
町
で
締
結
し
た
水

道
災
害
相
互
応
援
協
定
に
基
づ
き
、
平

成
16
年
の
台
風
第
23
号
災
害
で
、
応
急

給
水
資
材
の
提
供
、
人
材
や
給
水
車
の

派
遣
な
ど
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
震
災
後
に
整
備
さ
れ
た
Ｈ
Ａ

Ｔ
神
戸
（
神
戸
市
中
央
区
）、
潮
芦
屋
、

西
宮
マ
リ
ナ
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
な
ど
面
的

な
整
備
事
業
で
は
、
災
害
に
強
い
基
盤

整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

○
二
次
災
害
に
対
す
る
備
え
の
充
実

　

二
次
災
害
が
懸
念
さ
れ
る
危
険
個
所

の
地
域
住
民
へ
の
周
知
や
早
急
な
補
強

な
ど
、
新
た
な
被
害
を
出
さ
な
い
よ
う

住
民
と
行
政
が
協
力
し
て
備
え
て
お
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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Ⅰ
い
の
ち

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

■ライフライン、鉄道・道路の被害と復旧
区　分 主な被害 復旧に要した期間

電　気 約260万戸が停電 6日

ガ　ス 約84万5千戸が供給停止 84日

水　道 約127万戸が断水
42日（仮復旧）�
90日（全戸通水）

下水道
被災施設：22処理場、
50ポンプ場、管渠延長約164km

93日（仮復旧）

電　話 交換機系：約28万5千回線が不通 1日
加入者系：約19万3千回線が不通 14日

鉄　道 ＪＲ山陽新幹線 81日
ＪＲ東海道・山陽本線 74日

道　路 阪神高速道路神戸線 622日
名神高速道路 193日

❖倒壊した阪神高速道路神戸線（神戸市）

❖電線電柱に塞がれた繁華街
　（神戸市）

❖大きな亀裂を生じ、水没したコ
ンテナバース（神戸市六甲アイ
ランド）

❖交通機関がまひし、混雑する
幹線道路（神戸市）

（神戸新聞社提供）

□緊急交通路の確保対策
　�　緊急通行車両の通行路を確保する
ため、国道２号など18ルートを指定
し、予告標識を掲示

□耐震化・地中化の推進
　�　水道の耐震化、耐震岸壁の整備、緊
急輸送道路の橋梁耐震化、電線類の
地中化　等

□代替機能（リダンダンシー）の確保対策
　�　交通網や通信の２ルート化、水道
の緊急貯留システムや異なる自治体
間を結ぶ広域連携管の整備等をあら
かじめ確保し、災害時等に備える
　・代替性を備えた幹線道路網の整備

　・ＪＲ加古川線の電化
　・�上水道の広域連携管路の整備（西宮
～宝塚）　等

□水道事業者相互の連携
　�　兵庫県内の全市町で「兵庫県水道
災害相互応援に関する協定」を締結
（平成10年３月）し、広域的な応援体
制を構築

□二次災害防止対策
　�　地震列車緊急停止システムの導
入、ガス供給ブロックの細分化、平常
時からの危険性の情報共有（ハザー
ドマップの作成等）等

兵庫の取り組み
　

電
気
・
ガ
ス
・
電
話
・
鉄
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
と
在
阪
の
放

送
局
等
が
平
成
７
年
に
研
究
会
を
設
置
。災
害
時
等
に
相
互
に
情
報
提

供
す
る
様
式
や
視
聴
者
へ
の
定
式
化
し
た
ア
ナ
ウ
ン
ス
原
稿
等
を
記
載

し
た「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
マ
ス
コ
ミ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を

作
成
す
る
な
ど
災
害
時
に
備
え
て
い
る
。

■
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
と
マ
ス
コ
ミ

と
の
情
報
共
有
の
取
り
組
み



36

い
の
ち

（１）命を守ること、命を救うことの大切さ

水の確保16
災害時に備えた水の確保が、多くの人々の命を守る
　震災直後、浄水場や管路の損壊で、被災地は広範囲にわたって断水
状態に陥り、水道の本復旧に３カ月を要した。この間、震災直後の消
火活動をはじめ、医療・生活など、あらゆる場面で被災地は水不足に
さらされた。災害時に安定した水の供給が行えるよう、耐震化などの
基盤整備や自然水利の確保、他の自治体との相互応援体制の整備など
に平常時から取り組む必要がある。

何
が
あ
っ
た
か

○
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
水
不
足

　

水
道
施
設
の
損
壊
で
、
被
災
地
は
断

水
状
態
に
陥
っ
た
。
各
地
の
消
火
栓
が

使
え
ず
、
消
火
活
動
が
十
分
に
行
え
な

か
っ
た
。
病
院
で
も
、
人
工
透
析
や
レ

ン
ト
ゲ
ン
の
現
像
が
で
き
ず
、
医
療
活

動
に
支
障
を
来
し
た
。
住
民
は
ト
イ
レ

の
利
用
や
洗
濯
、
入
浴
な
ど
が
困
難
と

な
り
、給
水
車
に
列
を
な
し
て
並
ん
だ
。

○
県
内
外
か
ら
の
応
援
で
水
を
確
保

　

兵
庫
県
で
は
、
給
水
車
の
確
保
と
応

急
復
旧
工
事
を
行
う
た
め
、
被
災
地
外

の
県
内
市
町
、
近
隣
の
府
県
営
水
道
事

業
者
や
大
阪
市
水
道
局
等
に
、
応
援
を

要
請
し
た
。
多
数
の
協
力
を
得
た
給
水

車
で
、
病
院
へ
の
優
先
給
水
や
住
民
へ

の
配
給
を
行
っ
た
。
派
遣
要
請
し
た
自

衛
隊
や
海
上
保
安
庁
は
、
船
舶
を
基
地

と
し
た
給
水
も
行
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
の
機
関
や
全
国
の
自

治
体
、
民
間
団
体
な
ど
か
ら
、
給
水
車

の
派
遣
や
飲
料
水
の
提
供
な
ど
積
極
的

な
支
援
が
あ
っ
た
。

○
自
然
水
利
を
利
用
す
る
も
消
火
活
動

は
難
航

　

消
火
活
動
で
は
、
土
嚢の
う

で
せ
き
止
め

た
川
の
水
や
、
消
防
艇
が
吸
い
上
げ
た

海
水
も
利
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ホ
ー

ス
の
距
離
が
長
く
な
る
と
、
通
行
す
る

車
に
踏
ま
れ
て
ホ
ー
ス
が
破
損
し
た

り
、
小
規
模
河
川
か
ら
の
場
合
に
は
水

量
が
不
足
す
る
な
ど
、
消
火
活
動
は
難

航
し
た
。

　

一
方
、
川
や
池
、
学
校
の
プ
ー
ル
な

ど
の
水
は
、
飲
料
水
と
し
て
は
使
用
で

き
な
い
も
の
の
、
洗
濯
な
ど
の
生
活
用

水
と
し
て
は
役
に
立
っ
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
災
害
時
に
利
用
可
能
な
水
の
確
保
が

必
要

　

水
は
、
日
常
生
活
に
不
可
欠
で
あ

り
、
災
害
時
に
お
い
て
も
必
要
な
水
が

確
保
で
き
る
よ
う
、
消
防
や
医
療
、
飲

料
用
な
ど
、
幅
広
い
用
途
を
考
慮
し
、

備
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
水
道
施
設
の
耐
震
化
や

耐
震
性
貯
水
槽
の
設
置
な
ど
基
盤
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
河
川
や
池
な
ど

の
水
の
量
と
質
を
維
持
し
自
然
水
利
の

活
用
を
可
能
に
す
る
ほ
か
、
学
校
の

プ
ー
ル
で
の
貯
水
な
ど
を
行
う
必
要
が

あ
る
。

　

ま
た
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
、
非
常

時
に
必
要
な
水
を
蓄
え
て
お
く
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。

○
相
互
応
援
に
よ
る
水
の
確
保
が
重
要

　

大
規
模
災
害
時
に
は
、
耐
震
化
し
た

水
道
施
設
で
も
損
壊
し
、
断
水
に
な
る

恐
れ
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
災
害
時
に
迅
速
に
応
急

給
水
や
応
急
復
旧
が
で
き
る
よ
う
、
他

の
自
治
体
等
と
の
相
互
応
援
体
制
の
確

立
が
重
要
で
あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
水
の
確
保
に
配
慮
し
た
基
盤
整
備
が

進
展

　

震
災
以
降
、
水
道
施
設
の
耐
震
化
や

都
市
公
園
の
地
下
へ
の
耐
震
性
貯
水
槽

の
設
置
、
河
川
整
備
に
当
た
っ
て
の
消

防
水
利
の
確
保
な
ど
、
大
規
模
災
害
に

も
安
定
的
に
水
を
供
給
で
き
る
よ
う
な

基
盤
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

○
広
域
的
な
応
援
体
制
が
充
実

　

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援

体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
平
成
９
年
10

月
に
「
近
畿
２
府
５
県
の
府
県
営
及
び

大
規
模
水
道
用
水
供
給
事
業
者
の
震
災

時
等
の
相
互
応
援
に
関
す
る
覚
書
」
が

締
結
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
10
年
３
月
に
県
内
各
市
町
等

で
「
兵
庫
県
水
道
災
害
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
。
14
年
の
篠
山
市

で
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
流
出
に
伴
う
水
道
水

の
異
臭
発
生
事
故
や
、
16
年
の
台
風
第

23
号
災
害
の
際
に
は
、
同
協
定
に
基
づ

く
人
材
・
給
水
車
の
派
遣
や
応
急
給
水

資
材
等
の
提
供
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

今
後
の
災
害
で
も
、
広
域
的
な
応
援
体

制
が
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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Ⅰ
い
の
ち

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

■阪神・淡路大震災における水不足

❖水道管破損箇所で水をくむ人々
❖水を求め、給水車に列をなして並ぶ住民

❖川の水を利用した消火活動

■兵庫県水道災害相互応援に関する協定
　阪神・淡路大震災の経験と教訓を生かし､今後の水道災害時に兵庫県下の相互応援活動を円滑かつ迅速に実施できる
よう兵庫県、県内全市町､各水道企業団､日本水道協会兵庫県支部､兵庫県簡易水道協会とが締結した｡

❖台風第23号災害時の応急給水活動

【応援内容】
・応急給水作業　・応急復旧工事　・必要な資機材、車両等の
拠出　・工事業者の斡旋　等

　平成16年の台風第23号は、兵庫県の水道施設にも甚
大な被害を与えた。
　この協定に基づき、県は水道災害対策本部を設置し、応
援要請のあった市町水道事業体に対し、給水車の応援や
応急給水資材の搬入を行った。兵庫県企業庁においても、
パック水給水装置による応急給水、ポリタンク、保存飲料
水の配布、応急復旧工事のための人員の派遣を行った。

■大容量送水管の整備
　震災後、神戸市では、貯留機能を持つ大容量送水
管（口径2.4m）の整備に着手。配水池などが被災し
た場合や渋滞等で運搬給水が困難な市街地での応
急給水を行う場合などに、大容量送水管からの直接
配水に切り替えることで早期の水の供給が可能と
なる。
　現在、芦屋市境～住吉川立坑間が完成。引き続き、
住吉川～奥平野浄水場間を施工している。将来的に
は、垂水区内までの延伸を計画している。

■「ひょうご水ビジョン」の策定
　兵庫県では、県民の水とのかかわり方の転換を図り「水
の美しい循環」を目指す総合的な指針として平成16年５月
に「ひょうご水ビジョン」を策定した。
　その中では、震災の教訓を踏まえ、緊急時における飲料
水や病院の医療用水などの水の確保も重要な課題とし、災
害などの水の安定供給を妨げる突発的な事態にも、柔軟に
対応できることなど、安全を高める取り組みを進めている。

■保存飲料水の製作
　兵庫県企業庁では、県営
水道を広く県民にＰＲする
とともに、災害等の応急給
水にも活用するため、平成
18年度に水道用水を活用
した「保存飲料水（水の缶
詰）」を80,000本製作した。
　県営水道の各浄水場など
に備蓄し、見学者等に配布
している。

❖保存用飲料水（水の缶詰）

❖全体計画区間：芦屋市境～垂水区内
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い
の
ち

（１）命を守ること、命を救うことの大切さ

六甲山系グリーンベルト17
六甲山麓の「緑の防波堤」で、安全・安心な
まちを
　風化した花崗岩からなる脆い地盤である六甲山は土砂災害が発生しやすく、これま
で多くの災害が発生した。震災で地盤が緩み、土砂災害が発生する危険性が拡大した
ため、ソフト・ハードが連携した抜本的な対策が必要となった。山麓部の樹林を整備し、
防災樹林帯としての「緑の防波堤」を構築する「六甲山系グリーンベルト」で、市街
地を土砂災害から守ることが求められている。

何
が
あ
っ
た
か

○
震
災
前
か
ら
土
砂
災
害
の
危
険
性

　

古
く
か
ら
開
発
さ
れ
て
き
た
六
甲
山
系
は
、

山
地
が
荒
廃
し
土
砂
流
出
も
激
し
か
っ
た
た

め
、
明
治
時
代
か
ら
植
林
な
ど
の
砂
防
工
事

が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
度
々
の
豪
雨
に
よ
り
、

洪
水
や
土
石
流
が
発
生
し
、
麓
の
市
街
地
は
、

大
き
な
被
害
を
受
け
て
き
た
。

　

一
方
、
阪
神
地
区
の
優
良
な
居
住
区
域
で

あ
る
こ
の
地
域
は
、
無
秩
序
な
宅
地
開
発
で

市
街
地
が
拡
大
（
ス
プ
ロ
ー
ル
化
現
象
）
し
、

山
の
斜
面
を
は
い
上
が
る
よ
う
に
住
宅
地
が

形
成
さ
れ
る
な
ど
、
土
砂
災
害
の
危
険
性
が

高
ま
っ
て
い
た
。

○
震
災
で
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
拡
大

　

六
甲
山
で
は
震
災
で
約
７
５
０
カ
所
の
崩

壊
が
発
生
。
そ
の
約
１
年
後
の
調
査
で
は
、

崩
壊
個
所
が
４
０
０
カ
所
増
加
す
る
な
ど
、

山
全
体
が
地
震
で
さ
ら
に
崩
壊
を
起
こ
し
や

す
い
状
況
に
な
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

崩
壊
に
よ
り
発
生
し
た
土
砂
は
、
降
雨
に

よ
り
流
出
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
山
麓
に
広

が
る
市
街
地
の
安
全
確
保
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
た
。

学
ん
だ
こ
と

○
危
険
個
所
の
住
民
周
知
が
不
可
欠

　

崩
壊
個
所
の
復
旧
に
は
相
当
に
時
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
ソ
フ
ト
的
な
二
次
災
害
対

策
と
し
て
、
危
険
個
所
を
住
民
に
周
知
し
、

警
戒
避
難
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

○
樹
林
を
活
か
し
た
土
砂
災
害
の
防
止
が
必
要

　

六
甲
山
の
土
砂
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
に
は
、
従
来
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
主
体

と
し
た
整
備
だ
け
で
な
く
、
樹
木
の
根
の
力

を
活
か
し
な
が
ら
斜
面
の
安
定
を
図
る
な
ど
、

良
好
な
樹
林
に
よ
る
面
的
な
対
策
が
必
要
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
対
策
に
よ
り
、
六
甲
山
の
自

然
環
境
や
景
観
を
保
全
す
る
こ
と
も
可
能
と

な
る
。

○
開
発
の
抑
制
が
不
可
欠

　

土
砂
崩
れ
の
恐
れ
が
高
い
山
際
ま
で
宅
地

が
迫
っ
て
い
る
六
甲
山
で
、
こ
れ
以
上
の
土

砂
災
害
の
危
険
性
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

開
発
の
抑
制
が
不
可
欠
で
あ
り
、
山
際
の
樹

林
を
保
全
し
、
危
険
地
域
の
拡
大
を
防
ぐ
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

○
長
期
の
樹
林
管
理
に
は
、
住
民
参
加
が
必
要

　

長
期
に
わ
た
っ
て
樹
林
を
管
理
し
、
土
砂

災
害
防
止
や
景
観
形
成
な
ど
樹
林
が
持
つ
多

様
な
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
行
政
の

力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
住
民
が
自
発
的
か
つ
自
立
的

に
樹
林
を
「
つ
く
り
、
ま
も
り
、
そ
だ
て
る
」

と
い
っ
た
意
識
の
醸
成
を
図
り
、
住
民
参
加

の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

○
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
公
表

　

崩
壊
の
危
険
性
が
高
い
個
所
に
は
警
報
装

置
等
を
設
置
し
24
時
間
監
視
を
行
う
と
と
も

に
、
梅
雨
時
期
ま
で
に
土
砂
災
害
危
険
個
所

図
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
を
住
民
に
配
付
す

る
等
、
土
砂
災
害
へ
の
注
意
を
呼
び
か
け
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
き
っ
か
け
に
、
土
砂
災

害
の
ほ
か
、
洪
水
、
津
波
・
高
潮
等
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
が
全
国
に
波
及
し
て
い
っ
た
。

○
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
事
業
の
実
施

　

平
成
７
年
12
月
に
、
学
識
経
験
者
や
市
民

団
体
の
代
表
者
な
ど
か
ら
な
る
懇
談
会
か
ら

提
言
を
受
け
、「
六
甲
山
系
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

整
備
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
。
国
と
県
が
事
業

主
体
と
な
り
、
西
は
神
戸
市
須
磨
区
の
鉢
伏

山
か
ら
東
は
宝
塚
市
の
岩
倉
山
ま
で
東
西
30

㌔
に
及
ぶ
広
範
囲
の
市
街
地
に
面
す
る
斜
面

に
お
い
て
、「
防
災
樹
林
帯
」
の
整
備
・
保
全

に
着
手
し
た
。

　

市
街
地
に
面
す
る
斜
面
を
都
市
計
画
に
位

置
付
け
る
と
と
も
に
、
事
業
に
必
要
な
用
地

を
買
収
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
開
発
を

抑
制
す
る
な
ど
、
市
街
地
を
土
砂
災
害
か
ら

守
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

○
地
域
住
民
等
に
よ
る
森
づ
く
り
が
進
展

　

兵
庫
県
で
は
、「
六
甲
山
麓
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

の
森
づ
く
り
」（
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
版
ア
ド
プ

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
平
成
13
年
度
か
ら
実
施
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
団
体
な
ど
が
、
国
・
県
と
の

合
意
書
締
結
に
よ
り
「
森
の
世
話
人
」
と
し

て
登
録
さ
れ
、
間
伐
・
下
草
刈
り
・
植
樹
な

ど
の
森
づ
く
り
活
動
を
主
体
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

20
年
10
月
現
在
、
15
団
体
が
登
録
さ
れ
て

お
り
、
今
後
一
層
の
住
民
参
加
の
森
づ
く
り

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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Ⅰ
い
の
ち

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

　地域住民に土石流の発生を知らせるサ
イレンを設置。

■六甲山系グリーンベルトの機能

■土砂災害の防止
　震災により崩壊や亀裂が生じた山腹斜面の安定を図るため、
崖崩れや土石流の恐れのある斜面や渓流の整備を行うととも
に、樹木の表土流出抑制機能や表層崩壊抑制機能を保全・強化
し、土砂災害抑制効果の高い樹林の整備を行う。

■良好な都市環境、風致景観、生態系及び種の多様性の
保全・育成

　六甲山が景観に優れ、多様な生物が住む豊かな山となるよ
う、樹林を保全するだけでなく、さまざまな種類、樹齢の木々が
育つ樹林を形成する。

■健全なレクリエーションの場の提供
　市街地に隣接する六甲山で、四季を通じ安全に登山やレクリ
エーションを楽しめるよう、レクリエーションの場の提供や樹
林の保全・整備を進める。

■都市のスプロール化防止
　過去から市街地の拡大が進んできた六甲山の山際に、一連の
防災樹林帯を形成し、これを将来にわたって保存することで、
市街地がこれ以上危険な山際にまで拡大することを防止する。

■震災直後の新聞広告
　２次災害から自ら守るための情報や、危険地区を掲載

（神戸新聞　平成７年５月11日） 

■住民参加の森づくり（六甲山麓フェニックスの森づくり）の事例

■武庫山地区（宝塚市武庫山）
　地域住民に
よる森づくり
グ ル ー プ
「ひょうご県
武庫山の森づ

くりの会」が､平成17年３月30日に、兵庫県・宝塚市
と合意書を締結し、月２回程度、樹林の植栽や間伐・
下草刈りなどの森づくり活動に取り組んでいる。

■ゆずり葉地区（宝塚市逆瀬台）
　森づくりボランティ
アグループ「櫻

さくら

守
もり

の会」
が平成18年３月30日
に、兵庫県・宝塚市と合
意書を締結し、月２回
程度の森づくり活動を
行っている。

■整備区域

■警報装置の設置
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M
essage

１
命
を
守
る
こ
と
、命
を
救
う
こ
と
の
大
切
さ

復
興
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、「
命
を
守
る
」「
命
を
救
う
」
こ
と
の
大
切
さ
を

再
確
認
し
た
。

震
災
の
教
訓
の
原
点
は

「
命
を
守
る
」「
命
を
救
う
」

　

震
災
で
は
、
６
４
３
４
人
も
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
た
。
国
内
の
自
然
災
害
で

戦
後
最
悪
の
犠
牲
に
直
面
し
、
私
た
ち

は「
命
の
大
切
さ
」を
再
確
認
し
た
。「
命

を
守
る
」「
命
を
救
う
」
た
め
の
努
力

を
不
断
な
く
続
け
る
こ
と
が
、
震
災
の

最
大
の
教
訓
で
あ
る
。

　
「
防
ぎ
う
る
犠
牲
」
を
生
ま
な
い
た

め
に
、
私
た
ち
は
何
を
す
べ
き
か
。
ま

ず
、
建
物
の
倒
壊
に
よ
る
死
を
防
ぐ
た

め
、
住
宅
を
は
じ
め
建
物
の
耐
震
化
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
救
助
技
術
の
高
度
化
、
巨
大
災
害

に
対
応
し
得
る
防
災
関
係
機
関
の
連

携
、
災
害
救
急
医
療
体
制
の
確
立
、
救

助
を
求
め
る
被
災
者
と
救
助
す
る
側
の

資
源
を
迅
速
に
結
び
つ
け
る
情
報
伝
達

シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。

建
物
の
耐
震
化
が
不
可
欠

　

耐
震
化
で
は
、
住
宅
や
公
共
施
設
の

耐
震
改
修
を
早
急
に
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
震
災
で
は
、
多
く
の
被
災
者

が
住
宅
の
倒
壊
や
家
具
の
転
倒
に
よ
る

窒
息
死
・
圧
死
で
命
を
奪
わ
れ
た
が
、

そ
の
後
も
、
全
国
の
耐
震
化
は
十
分
に

は
進
ん
で
い
な
い
。
行
政
に
よ
る
耐
震

診
断
・
耐
震
改
修
へ
の
補
助
事
業
の
取

り
組
み
は
あ
る
程
度
進
ん
で
い
る
が
、

ま
だ
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
。
生
活

拠
点
で
あ
る
「
住
宅
が
命
を
奪
う
」
と

い
う
悲
劇
を
生
ま
な
い
た
め
に
、
な
お

一
層
耐
震
化
を
推
進
す
る
努
力
が
必
要

で
あ
る
。

　

兵
庫
県
内
で
は
震
災
後
、
三
木
市
に

実
大
三
次
元
震
動
破
壊
実
験
施
設
が
開

設
さ
れ
、
耐
震
化
の
技
術
開
発
を
進
め

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
施
設
を
生
か
し

た
住
民
へ
の
住
宅
の
耐
震
化
や
家
具
の

転
倒
防
止
の
必
要
性
な
ど
の
情
報
提

供
、啓
発
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

住
民
と
防
災
関
係
機
関
の

両
方
の
救
助
活
動
が
重
要

　

大
災
害
で
は
、
消
防
、
警
察
、
自
衛

隊
な
ど
の
防
災
関
係
機
関
は
即
座
に
は

現
場
に
駆
け
付
け
ら
れ
な
い
た
め
、
被

災
者
を
す
ぐ
に
救
助
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
こ
の
た
め
、
救
助
体
制
で
は
、
近

隣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
加
え
て
、
地
域
事

業
所
、
災
害
救
助
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
住
民
レ
ベ
ル
の
助

け
合
い
シ
ス
テ
ム
が
重
要
で
あ
る
。
し

か
し
、
防
災
関
係
機
関
は
「
住
民
の
命

を
守
る
」
と
い
う
使
命
を
、
ど
ん
な
と

き
で
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
震
災
を

機
に
、
広
域
応
援
部
隊
と
し
て
緊
急
消

防
援
助
隊
（
消
防
）、
広
域
緊
急
援
助

隊
（
警
察
）
が
発
足
し
、
自
衛
隊
の
出

動
が
容
易
に
な
っ
た
が
、
救
助
技
術
の

高
度
化
や
広
域
連
携
を
さ
ら
に
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

　

震
災
以
降
の
中
山
間
地
を
襲
っ
た
災

害
で
は
、
多
く
の
集
落
が
孤
立
し
、
直

後
の
救
命
・
救
助
、
情
報
伝
達
に
課
題

を
残
し
て
お
り
、
専
門
部
隊
に
よ
る
救

助
活
動
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

救
出
さ
れ
た
命
を
守
る
災
害
救
急
医

療
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
が
必
要

　

災
害
救
急
医
療
体
制
の
確
立
に
お
い

て
も
、
関
係
機
関
の
連
携
が
欠
か
せ
な

い
。
震
災
を
機
に
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害

派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
の
整
備
、
各
医
療

機
関
の
連
携
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
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Ⅰ
い
の
ち

（1）
救
命
救
助

（2）
住
宅
確
保

（3）
生
活
再
建

（4）
産
業
雇
用

（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（6）
ま
ち
づ
く
り

（7）
人
材
育
成

（8）
危
機
管
理

（9）
復
興
制
度

（10）
公
民
協
働

負
傷
者
搬
送
な
ど
、
災
害
救
急
医
療
体

制
の
整
備
が
進
み
、
ト
リ
ア
ー
ジ
な
ど

の
対
応
も
進
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、

今
後
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
東
南
海
・
南

海
地
震
な
ど
で
は
、
広
域
的
・
複
合
的

な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
広
域
的

な
医
療
の
提
供
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る

充
実
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
が

被
災
者
救
出
の
ポ
イ
ン
ト

　

災
害
直
後
は
、
救
助
や
援
護
を
必
要

と
す
る
人
の
所
在
確
認
が
不
可
欠
で
あ

る
。
高
齢
者
や
障
害
者
、
外
国
人
県
民

な
ど
、
災
害
時
に
何
ら
か
の
支
援
を
必

要
と
す
る
人
々
の
安
否
確
認
は
も
ち
ろ

ん
、
災
害
全
体
の
状
況
把
握
、
行
政
機

関
同
士
あ
る
い
は
行
政
か
ら
被
災
者
へ

の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
欠
か

せ
な
い
。
行
政
と
マ
ス
コ
ミ
の
協
力
に

よ
る
適
時
適
切
な
情
報
伝
達
も
求
め
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

レ
ベ
ル
の
情
報
収
集
や
情
報
伝
達
の
強

化
も
必
要
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

結
び
つ
き
を
基
礎
に
し
た
「
要
援
護
者

カ
ル
テ
」「
要
援
護
者
マ
ッ
プ
」
の
作

成
な
ど
の
取
り
組
み
を
、
さ
ら
に
広
げ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

災
害
関
連
死
を
防
ぐ
た
め
に

　

震
災
の
大
き
な
教
訓
は
、
災
害
直
後

の
救
命
だ
け
で
な
く
、「
災
害
関
連
死

を
生
ま
な
い
」（
災
害
で
助
か
っ
た
命

を
守
る
）
こ
と
で
あ
っ
た
。
避
難
所
な

ど
で
、
高
齢
者
・
障
害
者
や
持
病
を
抱

え
る
要
援
護
者
の
支
援
を
意
識
し
て
応

急
対
応
に
あ
た
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

病
院
や
福
祉
施
設
へ
の
優
先
給
水
・
物

資
補
給
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
ら

を
可
能
に
す
る
意
味
で
も
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
や
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
早
期
回
復
が

求
め
ら
れ
る
。

　

平
成
16
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
で

は
、
死
者
68
人
の
う
ち
、
震
災
後
の
体

調
悪
化
な
ど
に
よ
る
「
関
連
死
」
が
７

割
以
上
を
占
め
、あ
ら
た
め
て「
助
か
っ

た
命
を
ど
う
守
る
か
」
が
問
わ
れ
た
。

大
き
な
余
震
が
多
発
し
た
た
め
に
、
建

物
の
中
に
避
難
す
る
こ
と
を
恐
れ
、
車

中
で
寝
泊
ま
り
す
る
被
災
者
が
多
く
、

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
（
深
部
静

脈
血
栓
症
、
肺
塞
栓
症
）
に
よ
る
死
亡

例
が
相
次
い
だ
。

　

こ
う
し
た
状
況
も
踏
ま
え
、
避
難

所
、
あ
る
い
は
自
宅
に
と
ど
ま
る
要
援

護
者
な
ど
に
対
し
、
医
師
や
看
護
師
の

派
遣
を
含
め
た
ケ
ア
体
制
の
充
実
と
強

化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

ら
は
、
広
域
災
害
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

行
政
機
関
だ
け
で
対
応
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

企
業
な
ど
と
の
密
接
な
連
携
が
必
要
で

あ
る
。

❖被災直後の救助活動




